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はじめに
北海道北部利尻島の北西海岸に分布する種富湿原
は，同島南部に発達する沼浦湿原，南浜湿原ととも
に火山地形上に発達した湿原である（図 1）．北海
道にはサロベツ湿原，釧路湿原をはじめ多くの湿原
が海岸沿いに発達しているが，このような低地の火
山地形上に発達する湿原はない．その点で極めて特
異であるほか，日本海に浮かぶ島であることから，
対馬暖流の影響を直接強く受けていることが推定さ
れ，湿原の成立期や植生の変遷史について興味が持
たれる．
沼浦湿原と南浜湿原は縄文海進の海が退いた
4,000 ～ 4,500 年前に誕生し，その後二つの湿原
は類似した植生変遷史をへて現在に至った（五十
嵐，2006）．本研究では残る種富湿原について，湿
原の形成期，植生の変遷史などを明らかにする目的
で，湿原堆積物について花粉分析と年代測定を行
なった．


利尻島の種富湿原における後期完新世の植生変遷史


五十嵐八枝子


〒061-1134　北広島市広葉町 3 丁目 7-5　北方圏古環境研究室


Late Holocene Vegetation History in Tanetomi Wetland, Rishiri Island, Hokkaido


Yaeko IGARASHI


Institute for Paleoenvironment of Northern Regions, Koyocho 3-7-5 Kitahiroshima, 061-1134 Japan


Abstract. Tanetomi Wetland was formed around 3,000 years BP over the Kutsugata Lava Flow which 


erupted 30,000~40,000 years ago. The forming period of the wetland was 1,000~1,500 years later than 


that of Minanihama and Numaura Wetlands, southeastern Rishiri Island. Dominant taxa in the wetland 


has changed from Cyperaceae and Gramineae to Gramineae, Artemisia and Sanguisorba, and to Ericales, 


Hemellocallis and Gramineae. Forest around the wetland was mixed forest of Picea, Abies, Quercus and 


Ulmus between 2,800 and 800 years BP. Quercus and Ulmus grew predominantly compared with the 


present. During the Little Ice Age Picea and Abies increased under the cold climatic conditions.


I. 調査地の概況
種富湿原はN45° 12′，E141° 8′に位置し，標高は
5～ 10mである．流入する表層水は見られない．
本湿原は 1983 年の時点で 3.5ha あったが，その
後種々の用途に利用されておよそ 1ha の規模まで
縮小したものである（小杉，1997）．本湿原の形成
は，湿原周辺に見られる溶岩流出時に形成されたプ
レッシャーリッジの存在や湿原の中に露出する溶岩
流から見て，37,820 年前より以前（三浦・高岡，
1993）に流出した沓形溶岩流（吉田ほか，1981） 
の流走面の窪みに成立した湿原とされる（小杉，
1997）．
本湿原における植生は，イワノガリヤスとクマイ
ザサの優占するササ草原でミズゴケは出現せず，一
部にガンコウラン，あるいはエゾゼンテイカ，ヌマ
ガヤが出現するのが特徴的であるが，アカエゾマツ
を伴ったミズゴケ湿原である南浜湿原と沼浦湿原
とは異なることが注目された（冨士田，2000）．ま
た，本湿原には希少種のエゾゴゼンタチバナが分布
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し，その生態学的調査が行われている（丹羽ほか，
2001: 渡辺ほか，2001）．また，高田ほか（2005）
は種富湿原における泥炭の年代測定および植物遺体
の判別結果をもとに，湿原をヨシタイプ，スゲタイ
プ，ミズゴケタイプに区分し，植生変遷の復元を試
みている．


II. 試料と分析方法
試料は高田ほか（2005）の St-2 に近い地点（図
1）で，大起理化工業株式会社製DIK-105A ピート
サンプラーを用いて採取した全長 180cmの堆積物
である．深度 0～ 170cmはよく分解した暗褐色の
泥炭である．この間の 10 ～ 40cm，80 ～ 90cm，
140 ～ 170cmは，顕微鏡下で野火により発生した
と推定される微粒炭の密集が認められた．170 ～
180cmは，同じく微粒炭の多い粘土である．深度


180cm に含まれる木片を AMS 法により年代測定
した結果，3,090 ± 40 yBP （Beta-207324）であっ
た．なお，高田ほか（2005）は本湿原の 2箇所の
泥炭層基底の年代を測定し，3,160 年前と 3,270
年前の年代値を得ていることから，本湿原の誕生は
3,000 ～ 3,300 年前であったといえる．
分析試料は厚さ5cmを1試料として 37点を採取
し，五十嵐（2006）の方法に従って処理した．化石
の同定数は一般には木本花粉 200 個を同定し，そ
の間の視野に現れる草本花粉と胞子をすべて同定す
る方法がとられる．しかし，本試料は草本花粉の含
有率が極めて高く，木本花粉が 200 個に達しない試
料があったため，同定数は1試料につき253～2,004
個体に達した．各花粉・胞子の産出率は湿原性の低
木（ツツジ目，モチノキ属，ヤチヤナギ）を除いた木
本花粉の総数を基数として計算した．


図1. 利尻島における試料採取地点位置図 .







3利尻島の種富湿原における後期完新世の植生変遷史


図
2.
利
尻
島
・
種
富
湿
原
か
ら
得
ら
れ
た
木
本
花
粉
組
成
図
.







4 五十嵐八枝子


III. 分析結果
木本類の深度による組成変化に注目して下位から
TT （Tanetomi の略） -1 ～ TT - 3 の 3 花粉帯に区
分した（図 2，3）．


TT-1 帯（深度 160 ～ 180cm）
モミ属が最大 50% と最も高率で，次いでトウ
ヒ属，カバノキ属，ハシバミ属，ハンノキ属が相
対的に多い．コナラ属は 10%以下である．草本類
はイネ科，カヤツリグサ科，ヨモギ属が高率であ
る．花粉組成から高田ほか（2005）が ST-2 の深度
150cm以下で分類したヨシタイプ湿原とスゲタイ
プ湿原の混合に相当する．なお，スギ，マオウ属，
ブナ属など遠距離から風によって運ばれてきた花粉
が 1%以下で含まれる．


TT - 2 帯期（深度 40～ 160cm）
モミ属は産出率が変動しながらも上位へやや減少
し，トウヒ属はやや増加する傾向を示す．最も注目
されることはコナラ属とニレ属が 1帯と 2帯に比
べて増加したことである．ツツジ目は本帯上部で急
増し，モチノキ属も増加した．イネ科とカヤツリグ
サ科は 1帯より減少したが，ワスレグサ属，フサ
モ属，ワレモコウ属，セリ科，シソ科，キク亜科，
ミズゴケ属，緑藻類の Botryococcus など 1帯より
産出種が増えた．高田ほか（2005）は本帯をヨシ
タイプ湿原に分類している．


TT - 3 帯期（深度 0～ 40cm）
2 帯で徐々に増えつつあったトウヒ属が最大値
45%まで増加する一方，コナラ属，ニレ属は減少
した．ツツジ目は大きく変動しながら多産し，最大
値 284% に達した．草本類の種類は 2帯より減少
した．なお，現在本湿原で認められる希少種のエゾ
ゴゼンタチバナの花粉は検出されなかった．


IV. 考察
完新世は気候変化をもとにPre-Boreal期（11,500
～ 9,500 年前），Boreal 期（9,500 ～ 8,000 年前），
Atlantic 期（8,000 ～ 5,000 年前），Sub-Boreal 期 


（5,000 ～ 2,000 年前 ），Sub-Atlantic 期（2,000
年前～現在）に区分される．利尻島の 3つの湿原堆
積物の時代は 5,000 年より若く，温暖な Atlantic
期が過ぎて気候が冷涼化し始めた Sub-Boreal 期と
寒暖が交互する Sub-Atlantic 期に相当する．
利尻島の気候を左右した要因は，こうした世界的
な気候変動のほかに，本島を洗う対馬暖流の影響
が考えられる．日本海への対馬暖流の流入は最終
氷期にはなかったが，10,000 年前より断続的に生
じ，8,000 年前から恒常的に流入した（Oba et al., 
1991）．ところで，日本海における暖流の勢いは一
定でなく脈動したことが珪藻遺骸群集の組成変化
から明らかにされた．5,000 年前と 3,600 ～ 1,500
年前に低海水準期（寒冷），4,700 ～ 3,600 年前
に高海水準期（温暖）が認められている（小泉，
1987）．利尻島の植生はこれらの地球規模の変動に
どのように影響されたであろうか．


TT-1 帯期（～ 3,000 ～ 2,800 年前）
3,000 年より以前，試料採取地点は粘土を堆積
する沼であった．本湿原は溶岩流の上に成立して
いるため平坦ではなく，標高は 5～ 10mと変化に
富む．一般に縄文海進のクライマックス（6,000 年
前）の海面は現在の海面より数m高くなった（松
島，1982）とされることから，局地的な地盤変動
を考慮しなければ，本湿原全体が当時海底に没した
ことはなかったであろう．この点は爆裂火口の中に
成立した沼浦湿原，南浜湿原が完全に水没した点と
異なる．しかし，本湿原の泥炭の層厚が深いところ
で 2mを越す（高田ほか，2007）ことから，少な
くとも湿原の中央部から北は海進を受け，本試料採
取地点も水没した可能性が高い．6,000 年前以降海
水面は低下し始めたが，本試料採取地点には沼浦湿
原のオタドマリ沼や三日月沼のような開水面が残存
し，ヨシやスゲが繁茂した．3,000 年前に泥炭が堆
積し始め，ヨシやスゲの繁茂する低層湿原がおよそ
2,800 年前まで続いた．南浜湿原，沼浦湿原が誕生
当初からミズゴケ優占の高層湿原であったのに対
し，本湿原は低層湿原であったことが異なる．当時
の湿原周辺の植生は，トドマツ，エゾマツあるいは
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アカエゾマツを主とし，ハンノキ属，カバノキ属，
ハシバミ属，コナラ属，ニレ属などの冷温帯広葉樹
を僅かに交えた針広混交林であった．


TT - 2 帯期（2,800 ～ 800 年前）
湿原ではスゲが減少し，かわってツツジ目（ガ
ンコウラン，ツルコケモモ），ワスレグサ属（エゾ
ゼンテイカ），ワレモコウ属（ナガボノシロワレモ
コウ），ヨモギ属（オオヨモギ）などが優勢となっ
た．水生植物のフサモ属，緑藻類のボトリオコッカ
スなどが生育する水域もあった．本帯期の後半から
ミズゴケが生じ始めた．周辺の針広混交林ではトド
マツがやや減少する一方，コナラ属，ニレ属が増加
した．コナラ属は現在の利尻島では稀であり（舘
脇，1941），原植生を反映する表層中のコナラ属花
粉の産出率は 5%以下である（五十嵐，2006）．し
かし，本帯期のコナラ属花粉は最大値 30%で産出
していることから，当時本島にはコナラ属が現在よ
り多く分布し，気候は現在より温暖・湿潤であった
と考えられる．本湿原より古い堆積物が得られた南
浜湿原と沼浦湿原では，TT-2 帯期より以前の 4,500
～ 3,500 年前にコナラ属花粉が最大値 40%に達し
た．この期間は日本海の高海面期で温暖であった（小
泉，1987）．その後の TT-2 帯期に対比される 3,500
～ 300 年前，コナラ属花粉は最大値 20%まで減少
した．このような南浜湿原と沼浦湿原におけるコナ
ラ属の変遷を見ると，種富地域においても湿原の誕
生以前にコナラ属がより優勢な時期があったと推定
されるのである．世界的に Atlantic 期以降気候が
冷涼化したが，利尻島では現在に比べてなお温暖湿
潤であった．また，日本海の海況は 3,600 ～ 1,500
年前に冷涼化した（小泉，1987）とはいえ，現在
に比べて温暖であったといえよう．
TT-1 帯期から本帯下部および中部の堆積時代に
湿原あるいは周縁で野火が発生したようで，泥炭中
に微粒炭が密集している．他方，南浜湿原と沼浦湿
原ではおよそ 4,000 年前の粘土に微粒炭が密集し
ている．これらの野火の発生要因が自然発生による
ものか，あるいは人間活動に起因したものかの検討
は今後の検討課題である．


TT - 3 帯期（800 年前～現在）
2 帯同様の湿原植生が発達し，近年になってナガ
ボノシロワレモコウとオオヨモギが増加した．ツツ
ジ目（ガンコウラン，ツルコケモモなど）は変動し
つつもきわめて優勢であった．周辺の森林はエゾマ
ツとトドマツが増加する一方，コナラ属，ニレ属は
現在規模まで減少した．南浜湿原，沼浦湿原ではお
よそ 300 年前から湿原周縁のアカエゾマツが急増
し，湿原がアカエゾマツ林に変わろうとしているか
に見える．一方，種富湿原はアカエゾマツ林を伴わ
ない（冨士田，2000）ので，トウヒ属花粉の増加は，
後背山地のエゾマツが増加したと考えられる．この
ような針葉樹の近年における増加の要因として，世
界的に認められたAD1,200 年ころより始まった寒
冷気候（小氷期）により生じた現象と考えられる．
北海道の内陸部ではこれらの変化を示す資料はない
が，東部太平洋岸の釧路湿原や春採湖で小氷期相当
期のトウヒ属の急増が認められている（五十嵐，未
公表）．


V. 結論
1）種富湿原は南浜湿原，沼浦湿原よりおよそ
1,000 ～ 1,500 年遅れて，3,000 年前に沓形溶岩流
の流走面の上に誕生した．はじめはヨシ，スゲの優
勢な低層湿原であった．その後草本類が増加すると
ともに，水生植物のフサモ属や Botryococcus の茂
る沼の時期を経て，ツツジ目とエゾゼンテイカが優
勢となり，近年になってスゲの仲間やナガボノシロ
ワレモコウやオオヨモギが増加した．
2）湿原周辺の森林は現在に比べてコナラ属やニ
レ属の多い針広混交林の時代から徐々にエゾマツが
増加し，推定 800 年前よりエゾマツ，トドマツが
さらに優勢になった．現在見られる針葉樹林は小氷
期以降に成立したと推定される．
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財政支出と観光客が利尻島経済に与える効果について
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Impacts of Tourism and Fiscal Expenditure on the Rishiri Island's Economy
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Abstract. The Rishiri Island is located 20 kilometers southwest of Wakkanai city in Hokkaido, Japan. Since 


Mt. Rishiri, located in the center of the Rishiri Island, is chosen as one of the top 100 mountains in Japan, 


the number of tourists visiting to Rishiri Island has reached over two hundred thousand a year while the 


islanders are only 6 thousand. We investigate the impacts of tourism and fiscal expenditure on the Rishiri 


Island’s economy simultaneously. The results show that one tourist and about 88,000 yen (about US$715) 


fiscal expenditure are substitutable in the end.


はじめに
利尻島は北海道の最北端である稚内から南西に約
20km離れた海上に位置する島である．島はほぼ円
形をしており，その中心には日本百名山の一つであ
る利尻山（標高約 1,700m）が聳えている．風光明
媚なことに加え，「リシリヒナゲシ」など島固有の
植物種を有することから，島全体が利尻礼文サロベ
ツ国立公園の指定区域となっている．
交通アクセスとしては，空路で新千歳空港（札幌）
と利尻空港を結ぶ直行便が，海路で稚内港から利尻
島の鴛泊港，礼文島の香深港を結ぶフェリーが就航
している．このような交通の便にも支えられ，利尻
島だけでも年間 20 万人を超える観光客が訪れる観
光の島である．しかしながら，利尻島の観光は雪で
閉ざされる冬季を除く約半年間に集中しており，観
光の形態も一部の登山客を除けば，稚内よりフェ


リーで来島し，観光バスに乗って島の周囲を回った
後，次の観光地である礼文島やサロベツ原野に移動
するといった団体ツアー客がほとんどである．
全国的な離島における人口減少の潮流の中で，利
尻島でも 1975 年に 13,000 人を超えていた人口は
徐々に減少し，2003 年には約 6,000 人となってい
る．また，高齢化も着実に進展しており，島の基幹
産業の一つである水産業の後継者不足が深刻化して
いる．このような状況からも，観光産業が今後の島
の経済にとってますます重要な役割を担っていくこ
とは明らかである．
利尻島は多くの離島と同じく，離島振興法に基づ
く離島振興対策の実施地域であり，島の更なる経済
発展を理由に，これまで国から多大な財政支援を受
けていた．しかし，近年の国家財政の逼迫は，地方
財政へのしわ寄せを強めており，離島振興法の対象
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である島々もその例外ではない．2003 年 4 月に施
行された「離島振興法の一部を改正する法律」では，
従来の公共事業を中心とした施策から自立的発展に
よる地域政策への転換が明記されている．これを受
けて 1958 年以降，国土交通省（旧国土庁）予算と
して一括計上されていた「離島振興関係公共事業予
算」は，1，588 億円（2001 年）から 876 億円（2007
年）にまで減額されている．
一方，国は 2002 年に策定された「グローバル観
光戦略」，その一環として 2003 年にスタートした
「ビジット・ジャパン・キャンペーン」などの全国
レベルでの観光振興策を強力に進めている．これら
政策の中においても，国は観光を地域経済の振興の
ための一手段として位置づけ，国に依存しない自立
的な地域経済の構築を求めている．
以上のような①財政支援の削減，②全国レベルで
の観光政策の推進，といった離島を取り巻く政策の
転換期にあって，観光振興が離島を含む地域経済振
興の有効な手段となりうるか否かの分析は非常に重
要であると考えられる．しかしながら，観光振興
が財政支出のどの程度の代替手段となり得るのか
といった研究はほとんど行なわれていないのが現
状である．もちろん，観光客入込数が経済に与え
る効果を示す観光乗数（Tourism Multiplier）や財
政支出が経済に与える効果である財政乗数（Fiscal 
Multiplier）を個別に分析した研究は数多く存在
する．前者についてはArcher （1982） が代表的な


分析であるほか，Baaijens & Nijkamp （2001） や 
Baaijens ほか（1998） が様々な研究で得られた観
光乗数について比較検討している．後者についての
研究も多く，Nijkamp & Poot （2004）は財政乗数
に関する研究を総合的に検討している．しかしなが
ら，両者を同時に分析した研究は，奄美大島につい
て分析した Ishikawa & Fukushige （2007） が存在
するのみである．奄美大島も利尻島と同様，豊かな
自然を有する観光を基幹産業とした島であり，これ
まで奄美群島振興開発特別措置法の下で手厚い財
政支援が行われていた島の一つである．本研究で
は，この問題に関する先行研究である Ishikawa & 
Fukushige （2007） の研究に従い，財政支出と観光
客入込数が利尻島の経済に対しどのような効果を
持っているのかについて計量経済学的な分析を行
う．更に分析結果を奄美大島の結果と比較すること
により利尻島の置かれている状況を相対的に評価す
る．
本研究は本節を含む 5つの節によって構成され
る．次節では利尻島の観光客入込数と財政支出の推
移を概観することにより，利尻島の経済について検
討する．第 3節では分析に用いる部分調整モデル
を紹介し，第 4節でモデルの推計結果について分
析する．最終節では研究をまとめ，残された課題に
ついて検討する．


図１．一人あたりの観光客入込数の推移．


 
図 1．一人あたりの観光客入込数の推移． 
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図 2．一人当たりの課税所得と財政支出の推移． 


観光客と財政支出の現状
利尻島における住民一人当たりの観光客の推移は
図 1に示すとおりである．この図では，Ishikawa 
& Fukushige （2007） で分析した奄美大島と比較
するため，1976 年から 2001 年までの値を示して
いる．奄美大島の観光客入込数が住民一人当たり 5
～ 10 人で推移していることと比較すると，いかに
利尻島への観光客が多いかが明らかであろう．な
お，1996 ～ 97 年にかけての観光入込数が大幅に
減少しているのは，観光客入込数の計測方法が変更
されたことに起因する．時系列での推移に関して言
えば，島民人口の減少の影響もあり利尻島におけ
る一人当たりの観光客入込数は順調に増加してい
る．特に計測方法変更後（1997 年以降）の伸びは
それ以前に比べ顕著であり，図には示していないが
2003 年には約 45 人に達している．この動きは，
近年の全国的な離島ブームによる観光客増の影響が
利尻島にも及んでいることを示すものである．
一方，一人当たりの財政支出と課税所得を示した
グラフが図 2である．なお，財政支出とは利尻町
及び利尻富士町の歳出の総額であり，課税所得とは
各人の所得（給与所得，事業所得，年金所得等を含
む）から所得控除を差し引いた額である．図 2で
は利尻島の現状を相対的に評価するため，1976 ～
2001 年の推移を全国平均値とともに示している．
全国では課税所得が財政支出を大きく上回り，その
差は経年的に拡大している．しかし利尻島では，


1980 年代半ばまで一人当たりの財政支出と課税所
得はほぼ同じ水準で推移してきたが，1983 年以降
一人当たりの課税所得が財政支出を上回り，1998
～ 2000 年にかけて若干減少したものの，その差は
徐々に広がりつつある．
また，全国の一人当たりの課税所得及び財政支出
がバブル経済が崩壊した 1992 年以降伸び悩んでい
るのに対して，利尻島の課税所得と財政支出は，バ
ブル経済とその崩壊の影響もなく，名目値で見る限
り順調に伸びている．特に財政支出はバブル崩壊以
降も課税所得を上回る勢いで伸びており，課税所得
の伸びが財政支出の効果によるものである可能性は
否定できない．ただし長期的な観点からは 1999 年
以降の財政支出の低下ないし伸び悩みが今後の島の
経済にどのような影響を与えるのかが懸念されると
ころである．


財政支出と観光客が及ぼす効果の計測方法
本研究では，Ishikawa & Fukushige （2007）を
参考に，利尻島における観光客入込数と財政支出が
一人当たりの課税所得に与える効果を，住民一人当
たりの課税所得を被説明変数，住民一人当たりの観
光客数と財政支出を説明変数とする部分調整モデル
を用いて分析する．具体的にこのモデルでは，ある
年の観光客入込数と財政支出はその年の課税所得に
影響を与えるだけでなく，その年以降の課税所得に
対しても影響を与えると仮定する．すなわち，t 年


図２．一人あたりの課税所得と財政支出の推移．
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における一人当たりの課税所得をYtとすると，


　Yt - Yt-1 = θ( Yt* - Yt-1 ) + ut (1)


であると仮定する．この数式は，ある年（t 年）の
課税所得が，前年（t-1年）の課税所得にその年（t年）
の「理想的な課税所得」であるYt*と前年の課税所
得（t-1 年）との差の一部（θ（調整係数）を乗じ
た分だけ）が付加されることによって決定されるこ
とを示すものである．すなわち，課税所得は年 「々理
想的な課税所得」へと調整されることを意味してい
る．ここでutは誤差項であり，課税所得が毎年完
全に調整されないことを示すものである．なお，こ
の誤差項の期待値は 0であると考える．
ここでの「理想的な課税所得」とは，長期的に達
成されるであろう課税所得であり，本研究では t 年
の理想的な課税所得Yt*は t 年の一人当たりの財政
支出Gtと観光客入込数Ttによって決定されると仮
定する．すなわち，


　Yt* = α＋βGt＋γTt (2)


という関係にあると仮定する．この関係式を部分調
整モデルの式である（1）式に代入し， Ytについて
解くと，


　Yt = (1-θ)Yt-1＋θα＋θβGt＋θγTt＋ut (3)


となる．実証分析では，この式をデータに基づいて
各係数θ，α，β，γを推計することになる．このう
ちのβとγがそれぞれ政府支出及び観光客入込数が
課税所得に対して与える長期的な効果を表すパラ
メーターとなる．


実証分析
（3）式の推計に用いた統計データは，1975 ～
2003 年の一人当たりの課税所得，観光客入込数及
び財政支出である．課税所得と財政支出については
物価変動を考慮して北海道の消費者物価指数を用い
て実質化している．なお，個々のデータの出所及び
単位は表 1に示すとおりである．
先述のように利尻島では 1997 年以降，観光客入
込数の推計方法が変更されたため，変更以前（1996
年以前）と変更以後（1997 年以降）とで観光客入
込数が課税所得に与える長期の効果が異なると予想
される．このため，1996 年以前は 0，1997 年以降
は1を取るダミー変数を観光客入込数の係数ダミー
という形で加え推計を行なった．また，最小二乗法
を用いて推計をしたところ誤差項に系列相関が見つ
かったため，本研究では誤差項に 1階の自己回帰
過程を仮定したモデルを最尤法で推計した．得られ
た推計結果は以下のとおりである．


＜ 1996 年以前＞


Yt = (1 - 0.350743)*Yt-1
＋0.350743* (295449 + 0.199742Gt＋8495.43Tt)＋ut
 （2.743） （8.349） （2.354） （2.982）


（ ）の数値は各推計値θ，α，β，γの t値を示す．


＜ 1997 年以降＞


Yt = (1 - 0.350743)*Yt-1
＋0.350743* (295449 + 0.199742Gt＋17519.2Tt)＋ut
 （2.743） （8.349） （2.354） （5.181）


（ ）の数値は各推計値θ，α，β，γの t値を示す．


一人当たり観光客入込数以外のパラメーターの推計


表1. データの単位及びその出所
変数・単位 定 義 資 料
課税所得・百万円 課税対象所得額 個人所得指標
人口・人 住民基本台帳人口 住民基本台帳に基づく全国人口・世帯数表
政府支出・百万円 歳出総額 市町村別決算状況調
観光客入込数・人 年度別観光客入込 利尻町
物価指数・2000 年を 100 北海道消費者物価指数 ( 総合指数 ) 消費者指数物価年報
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結果は係数ダミーを用いて全期間を通じた推計を行
なったため全く同じである．1976 ～ 2003 年まで
の誤差項の 1階の自己回帰過程は


ut =  -0.504057* ut-1 + εt
 （-2.605）  


R‒2= 0.98868　


（ ）の数値は ut-1の係数の推計値の t値を示す．


となった．自由度修正済み決定係数（R‒2）は約 0.989
と 1 に非常に近いことから推計式に対するデータ
の当てはまりがよく，このモデルの説明力が高いこ
とがわかる．
β，γの推計値によれば，利尻島では財政支出 1
円の増加は長期的に課税所得を約 0.2 円増加させる
効果を持つのに対し観光客 1人の増加は，課税所
得を約 17,500 円（1996 年以前は約 8,500 円）増
加させることが明らかとなった．一方，Ishikawa 
& Fukushige （2007）で得られた奄美大島での推
計結果は


＜奄美大島＞


Yt = (1 - 0.174826)*Yt-1
＋0.174826* (103455 + 0.633287Gt＋32898.9Tt)＋ut
 （4.639） （2.440） （5.271） （2.435）


R‒2= 0.9966　


である．すなわち奄美大島での長期的な財政支出の
効果は0.633円，観光客の効果は32,899円である．
利尻島と比べると，長期的な効果としては，財政
支出の効果は利尻島の約 3倍，観光客の効果は約 2
倍となっている．
ところで，理想的な課税所得と現実の課税所得
の間の調整速度を示す の推計値は，奄美大島では
0.17 であるのに対して利尻島では 0.35 である．短
期的な財政支出や観光客の効果はβ，γの推計値に
θの推計値を乗じた値として与えられることから，
利尻島，奄美大島での短期的な財政支出の効果はそ


れ ぞ れ 0.0701（=0.350743*0.199742），0.1107 
（=0.174826 *0.633287）であり，利尻島での財
政支出効果は奄美大島の約 6割程度である . また利
尻島（1997 年以降），奄美大島での短期的な観光客
の効果はそれぞれ 6144.7（=0.350743*17519.2），
5751.6 （=0.174826*32898.9）とほぼ同じである
ことがわかる .
次に財政支出と観光客入込数の代替関係について
考察する．1997 年以降のデータに基づいて推計さ
れた式を以下のように書き換えると


Yt = (1 - 0.350743)*Yt-1
+ 0.350743* {295449 + 0.199742(Gt＋87709.7Tt)}＋ut
という関係式が得られる．ここで の係数の値
（87709.7）は観光客入込数のパラメーターγを財
政支出のパラメーターβで割ったものである．これ
は観光客一人が課税所得に及ぼす効果と約 88,000
円の財政支出の効果が同じであることを意味する．
言い換えれば，88,000 円以下の財政支出によって
観光客を一人呼べば元が取れるということになる．
Ishikawa & Fukushige （2007）で得られた奄美
大島の結果は


Yt = (1 - 0.174826)*Yt-1
+ 0.174826* {103455 + 0.633287(Gt＋51949.4Tt)}＋ut
である．これを利尻島の値と比較すると，奄美大島
の一人当たりの観光客の効果は約 52,000 円の財政
支出の効果と同値であり，利尻島の観光客は奄美大
島に比べ約 1.7 倍（≒ 88000/52000）の価値があ
ることがわかる．このように財政支出で換算した場
合の観光客の価値は利尻島の方が高いという結果が
出たが，これは利尻での財政支出の効果が相対的に
低いため，観光客の価値が相対的に高くなったこと
による結果である．


以上の分析結果から，利尻島では，財政支出金額
の2割程度しか住民の所得を増加させる効果を持っ
ていないことが明らかとなった．これは奄美大島と
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比較してもかなり低い数値である．この結果から島
の経済振興という観点からの財政支出が非効率であ
ると結論付けることもできるが，利尻島における財
政支出の主たる対象が，住民に対して直接金銭的な
効果のない治山治水や生活道路の整備といった社会
基盤の整備であること，さらに治山治水や生活道路
の整備による安全で快適な環境づくりが間接的に観
光客の誘致にプラスの効果を持っていることを考慮
すれば，一概に無駄な支出であると判断するのは早
計であろう．
一方，観光客入込数の効果は奄美大島に比べ約半
分であることがわかった．これは奄美大島では1年を
通じて観光客が訪れること，マリン・スポーツや陸上
競技，アマチュア野球などのスポーツ合宿といった短
期ではあるが滞在型の観光が盛んに行なわれているの
に対して，利尻島では一部の登山客を除いてフェリー
や飛行機による日帰り観光客が主流であることによる違
いに起因していると考えられる．利尻島は実質的に半
年程度の観光シーズンしか持っていないにも関わらず，
奄美大島に比べても非常に多くの観光客が流入してい
る．先に述べたように追加的に観光客を増加させること
は島の経済にとってもプラスの効果をもたらすが，観光
客数そのものを増やすという政策は，自然環境の保護
といった観点からも島の経済に大きなマイナスの効果を
もたらす可能性もある．今後，利尻島の経済振興の柱
の一つとして観光振興を考えるのであれば，観光客の


増加を見込むのではなく，滞在型観光の推進など新た
な観光戦略によって観光客一人当たりの経済効果をい
かに高めていけるかが重要な課題であると考えられる．
島の経済全体に対する財政支出と観光客入込数の
効果を分析するために，推計結果に基づき島全体で
の課税所得の推移と財政支出と観光客入込数の貢献
をグラフにしたものが図 3である．経年的にみる
と，総じて観光客効果が財政支出効果を上回ってお
り，1977 ～ 94 年頃までは，観光客効果が財政支
出効果のほぼ 1.0 ～ 1.5 倍程度であったが， 1995
年以降は観光客効果が急速に上昇したのに対し，財
政支出効果は横ばいもしくは若干の低下傾向にあっ
たため，2000 年以降は観光客効果が財政支出効果
の 2倍を超えるといった状態が続いている．また
観光客数による島全体の課税所得に対する貢献も
1997 年以降は 50% を超えており，観光が島の経
済にとって非常に重要な役割を担っていることを示
唆する結果となっている．
島全体の課税所得と財政支出効果と観光客効果の
合計との差は，財政や観光に依存しない住民一人当
たりの基礎的な所得と考えられるもので，近年の島
民人口の減少は，この二つの指標の差を縮小してい
る．特に 1999 年以降の課税所得の減少傾向は，財
政支出効果の低下に加え人口減少による影響も無視
できないと考えられる．


図３．財政支出と観光客の課税所得に対する貢献の推移．
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図 3．財政支出と観光客の課税所得に対する貢献の推移． 
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まとめ
本研究では，Ishikawa & Fukushige （2007）の
分析手法を用い，利尻島における財政支出と観光
客入込数が課税所得に与える長期的な効果を計測
した．計測結果を Ishikawa & Fukushige （2007）
で得られた奄美大島の結果と比較すると，利尻島で
は，財政支出では約 3分の 1，観光客入込数では約
2分の 1の効果しかないことがわかった．これに
よって利尻島の経済振興を考える上での幾つかの検
討すべき課題が明らかとなった．すなわち，経済振
興という観点からは財政支出の内容を再検討すべき
であるということ，さらに観光に関しては，従来の
観光のあり方を見直し，より経済効果の高い，例え
ば滞在型の観光客を誘引する方策を検討することで
ある．
もちろん本研究については，いくつかの残された
課題がある．その一つは分析手法の再検討である．
今回は利尻島の相対的な現状を把握することを優先
的に考え，先行研究である Ishikawa & Fukushige 
（2007）との比較を行なったため，そこで用いた
分析方法と同様の接近方法を取った．しかしこれは
同時に分析内容を限定するものである．更なる研究
として，他の計量経済学的な分析方法についても検
討すべきであろう．また，利尻島の観光シーズンは
奄美大島に比べ約半年しかなく，観光客が来島する
パターンに強い季節性が存在する．このような季節
性を回避するため，本研究では年次データをもとに
分析を行なった．しかしながら，この季節性の存在
が観光シーズンにおける利尻島の宿泊費用が他の地
域に比べ相対的に高い原因となっており，滞在型の
観光客を増やすうえで大きな問題となっている．こ
の季節性の存在を考慮した上でどのような観光政策
を行なうべきか，観光客が経済に与える効果をどの
ように捉えるべきかといった問題については，今後
まったく新しい接近方法の開発が必要であると考え


られる．これらの検討課題については今後さらに研
究を進めていく予定である．
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筆者らは国内最北と思われるモモジロコウモリの個
体群について2003 年より調査を継続している（佐藤
ほか，2004）．これらの個体群は枝幸町（旧歌登町
も含む）から中頓別町にかけて行動圏を持つものと
考えられ（佐藤，未発表），現在使われていないトン
ネルなどで夏季の利用が確認されていたが，残念な
がら繁殖および越冬の場所については未発見のまま
である．その一方，近年，彼らがねぐらとして利用し
ている場所が工事などによって消失しつつあるため，
既知のねぐらで捕獲された個体に金属標識を装着
し，その移動について継続観察を実施するほか，未
発見のねぐらの探索などを行っている．


モモジロコウモリの耳介皮膚に寄生する特異な嚢状線虫（予報）


佐藤雅彦 1)・長谷川英男２）・前田喜四雄３）・村山良子４）


1) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜 142　道北コウモリ研究センター
2) 〒 879-5593　大分県由布市挾間町医大が丘 1-1　大分大学医学部感染分子病態制御講座（生物学）
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Peculiar Cystic Nematodes Parasitic in Ear Skin of the Japanese Large-footed Bats


Masahiko SATÔ1), Hideo HASEGAWA2), Kishio MAEDA3) and Yoshiko MURAYAMA4)


1)Research center for Bats in northern Hokkaido, 142, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
2)Department of Infectious Diseases (Biology), Faculty of Medicine, Oita University, Hasama, Yufu, Oita, 879-5593 Japan
3)Education center for Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan
4)A member of Do-hoku branch of Wild Bird Society of Japan, 154, Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan


Abstaract. Three cystic female nematodes were collected from the ear skin of a large-footed bat, Myotis 


macrodactylus, dwelling in a tunnel in Esashi, Hokkaido, Japan, in July 2007. The worms were spherical in 


posterior two-thirds, about 2.5 mm long by 1.0 mm at widest portion, with tapered and recurved anterior 


portion. Two of them possessed eggs at various developmental stage, mostly at morula-stage, and hatched 


larvae. The larvae were 305-322 μm long by 18-20 μm wide in midbody, had a large excretory glands 


along both sides and large genital primordium. Although the systematic position of the nematodes could 


not be determined, this is the first record of skin-parasitic nematodes found from chiropterans in Japan. 


これらの捕獲調査中（環北地野許第 070508003
号），枝幸町内で 2007 年７月 15 日に捕獲された
モモジロコウモリの複数個体中に，頭部に脱毛があ
る個体（図１）が発見された．脱毛が確認された個
体はオスの２個体で，脱毛は２つの耳介を中心に起
き，頭部中央附近のみに体毛が残るほどの顕著なも
のであった．さらに通常の個体では見られない，赤
く隆起した水膨れのようなものが耳介の表面に認め
られた．筆者らの一人前田はこれらの隆起がコウモ
リバエ科の Ascodipteron speiserianum の♀に見
られる寄生に酷似していることから，ピンセットに
て隆起した部分を圧迫し，内部からしぼりだされた
ものを 70%エタノールにて固定・保存した．その
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後，これらの標本を利尻町立博物館にて顕微鏡を用
いて観察を行ったところ，寄生体と思われるものが
３個体含まれていることが判明したため，標本はコ
ウモリ寄生性双翅目に詳しい茂木幹義博士（佐賀県
佐賀市）に送られた．しかし，これらの虫体はコウ
モリバエ科などの双翅目に該当しないことが判明
し，茂木博士の紹介により筆者らの一人である長谷
川のもとに標本が再び送られ，線虫に属することが
明らかにされた．
虫体はグリセリンエタノール液に入れ，エタノー
ルを徐々に蒸発させて透明化し，50%グリセリン
にてスライドグラス上にマウントして光学顕微鏡観
察を行った．
虫体は白色，嚢状で長さ 2.5mm，最大体幅 1.0 
mm．前部 1/3 は細く伸び出して屈曲し黄褐色の数
本の横条がある．頭端の口，頭部乳頭などは明瞭
には観察できない．３虫とも雌成虫で，体の屈曲
した側に陰門があり，腹面からは環状に見える．
後端に肛門がやや隆起している．内部には消化管
と生殖器官があり，２虫では多くの卵が観察され
る．卵の多くは桑実胚の発生段階であるが，卵に混
じって線状の幼虫も少数みられる．体内から摘出し
た幼虫 2個体は長さ305-322μm，体中央の体幅
18-20μm．両側を体後端近くまで走る巨大な排泄
腺があり，体の前から 1/3 の位置に大きな排泄腺
細胞核，体の後から約 1/3 弱の位置に１対の排泄
腺細胞核がある．頭端と前方の排泄腺細胞核の中間
に神経環があり，同じ位置で排泄腺が開口している


ようにみえる．口腔はみられず，神経管の位置の食
道部には球状にみえる部分がある．中央よりやや後
方に，排泄腺に挟まれて大きな生殖原基がある．肛
門は確認できない．これらのことから，本線虫は胎
生で，産下された幼虫は成長しながら皮膚を這って
移動し，交尾した後，雌が皮内にて嚢状となること
が推定される．恐らく他の宿主にはコウモリ同士が
接触した際の機械的な伝播によって感染すると思わ
れる．
これまで日本産翼手類からは 5属 10 種の線虫が
知られている（影井・沢田，1996）が，皮膚に寄
生する線虫は記録されていない．少なくとも日本で
は未知の線虫と考えられる．今回の虫体は頭部の乳
頭配列が観察できず，また雄成虫が得られていない
ので，系統分類学的位置は目すら決めがたい．この
ように体が嚢状となる線虫は特異であり，脊椎動
物寄生では Simondsia 属 や Tetrameres 属などが
知られている．しかしこれらはいずれも消化管寄
生の線虫であり，卵殻が厚い卵を産むなど，今回
の種との類縁関係は遠いと考えられる (Anderson, 
2000)．一方，植物寄生性線虫にはダイズシストセ
ンチュウなど，植物体に埋まって嚢状になる種が多
く知られている．今回の種が皮膚内に嚢を形成する
という特異な性質を有することを考えると，これま
での脊椎動物寄生線虫とは異なった系統関係にある
可能性も否定できない．今後さらに雌雄虫体を得て
形態観察を行うとともに，DNA塩基配列を解析し
て，本種の系統分類位置を確定したい．


図１．頭部が脱毛したモモジロコウモリの１個体．
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図７，８．焦点をずらして撮影した幼虫（スケール：50μm）．


図２．虫体全形左側面（スケール：1 mm）．図３．体前部左側面．図４．図２の囲み部分拡大．図５．図４の囲み部分拡大．
ずんぐりした幼虫を示す．図６．別の幼虫．さらに発育した段階で，体はより細くなっている．
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寄生を受けた２個体については脱毛の症状以外に
致命的な症状は見られなかったものの，本種の寄生
によってコウモリがどのような影響を受けるかにつ
いては個体群保護の観点からも重要と思われ，今後
は各地の各種コウモリにおいても同様の寄生がない
かどうか十分注意する必要がある．


参考文献
Anderson, R. C. 2000. Nematode Parasites of 
Vertebrates. Their Development and Transmission. 
2nd. ed., ACBI Publishing, Wallingford, U.K., 650pp.


影井　昇・沢田　勇，1996．日本産コウモリ類の線
虫相について．寄生虫学雑誌 , 45（補）：63．


佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄，2004．枝幸町
および歌登町のトンネルにおけるコウモリの生息状
況．利尻研究，(23): 25-32.
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イチリンソウ属 Anemone に属するこれまで
利尻島から記録がない２種，キクザキイチゲ A. 
pseudo-altaica とアズマイチゲ A. raddeana が金
崎地区および湾内地区からそれぞれ発見されたの
で報告する．早春に開花する植物であるため植生調
査などからこれまで記録が漏れてきた可能性はあ
るものの，両種がこれまでの度重なる植物調査に
も関らず近年になって初めて発見されたことや（舘
脇，1941；松野，1984），分布が極めて限られ，
その場所も人為的な影響がはいった場所であるこ
となどの理由から，自生種として考えるのは現時点
では難しく，島外からなんらかの形で持ち込まれた
移入種と考えるのが妥当と考えられた．今後，両種
の分布域が島内に広がる可能性もあるため，その分
布の詳細も含め以下に記録を留めることとした．
須藤平助氏（利尻富士町）には金崎地区の昔につ
いて，村上将示郎氏・小松和恵氏（利尻富士町），
佐藤里恵氏（利尻町）からは島内のアズマイチゲの
分布について教えていただいた．また両種の道北北
部における分布については疋田英子氏（稚内市），
村山良子氏（枝幸町）に情報を提供していただい


移入種としての利尻島未記録のイチリンソウ属 2種（キンポウゲ科）


佐藤雅彦


〒097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


Two Unrecorded Anemone's Flowers (Familiy Ranunculaceae) from Rishiri Island 
as Alien Species


Masahiko SATÔ


Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstaract. Two anemone's flowers, Anemone pseudo-altaica and A. raddeana, are newly recorded from 


Rishiri Island. Both species seem to be introduced from other places because the distribution of both 


species in this island is extremely restricted, and despite many previous expeditions, they have only 


recently been found.


た．五十嵐博氏（北海道野生植物研究所）には原稿
の校閲と詳細な道内における分布ならびにその移入
の可能性についてご検討いただき，貴重なご意見を
いただいた．これらの方々に心からお礼を申し上げ
る．


1.キクザキイチゲ A. pseudo-altaic（図1-2）


筆者が最初にこの花に気付いたのは 2002 年の
4 月であった．花期は 4月下旬から 5月上旬まで
で，利尻富士町鬼脇字金崎の集落の中にある小さ
な林（北緯 45° 07'36" 東経 141° 17'48"）の林床に
大きな群落 1つとその周辺に少数の株がいくつか
分散しているのを確認した．大きな群落は約 1m ×
2mほどのもので，およそ 200 ほどの開花株がみら
れ，茎葉の小葉は深く切れ込み，萼片は長楕円形で
8～ 9枚であることから，キクザキイチゲと判断し
た．この林にはイタヤカエデ，ヤマグワ，ノリウツ
ギなどの自生種のほか，ドクダミやヒメリンゴ，セ
イヨウミザクラと思われる植栽した植物などもいく
つか見られた．
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本種の北海道内の分布については『北海道西部，
特に西南部に集中する傾向』を五十嵐（2002）が
指摘しており，宗谷管内からの記録は皆無である．
さらに利尻富士町鬼脇字金崎に住む須藤平助氏に
伺ったところ，発見場所にはかつて民家があったこ
とを教えていただいた．
道北北部における自生地が確認されていないこと
や民家の跡地であることから，今回発見されたキク
ザキイチゲはその民家の庭に植栽されていたもの，
または庭木の移植などに混じり現在まで残ったもの
と考えられた．


2. アズマイチゲ A. raddeana（図 3-4）


2007 年 4 月 28 日，村上将示郎氏（鬼脇）が利
尻富士町鴛泊字湾内の姫沼への車道脇の林床にて見


かけぬ白い花が開花しているのを見つけ，その後，
筆者に連絡が寄せられた．翌々日に現場（図５-1）
に行って確認してみたところ，萼片を 14 枚持った
イチリンソウ属の花で，茎葉の小葉は羽状に切れ込
まず，やわらかく垂れるなどの特徴からアズマイ
チゲと判断された．株の多くは 4-5cm の高さで，
80cm × 50cm の中に約 90 株があり，開花してい
るのは 1株のみであった．現場は標高 50mのオモ
ベツ川の下流にあたる小さな堰堤が入った開けた河
畔林で，ミヤマハンノキ，オノエヤナギ，キハダ，
ダケカンバ，イタヤカエデなどが生え，林床にはサ
イハイラン，ナニワズ，シャク，オオウバユリ，ミ
ミコウモリ，ザゼンソウなどが見られた．
北海道におけるアズマイチゲの分布については，
宗谷・留萌管内では下幌別（枝幸町），小頓別（中
頓別町），雄信内（幌延町）以南からの記録のみで，


Figures 1-2. A. pseudo-altaica. 1. A view of a growth area at Kanazaki. 2. Many flowers covered on the forest floor.


Figures 3-4. A. raddeana. 3. A view of growth area at Wan-nai. B. One flower of A. raddeana near a small stream.
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3 4
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北緯45度以北からはこれまで報告がなかった（五十
嵐，1997, 2002）．しかし，その後，五十嵐博氏（北
海道野生植物研究所），疋田英子氏（稚内市），村山
良子氏（枝幸町）の調査によると，豊富町内の車道
沿いの法面に見られる群落や上猿払の車道付近の原
野などに点在する大きな群落が近年新たに確認され
ているという（五十嵐，未発表）．村山氏によれば，
枝幸町においては徳志別川や北見幌別川などに代表
される河川氾濫による湿地に昔から普通に見られて
いたため，酪農による草地開発などの人為的な影響
が原野に大きく及んできたものの，放棄された草地


にこれらの自生種が再び再生することもあり，新た
に見つかった上猿払の群落は自生の可能性が高いと
考えているとのことであった．その一方で，車道脇
の法面に広がる豊富町の群落は張り芝などに種子が
混じるなど人為的な分布の可能性も考えられるとの
見解であり，五十嵐氏の私信でも土砂移動などにア
ズマイチゲの根茎が混じる可能性が指摘されてい
た．
アズマイチゲが発見された利尻富士町湾内地区は
島内では独特の生物相を呈する場所であり，固有種
や島内でも本地域のみに分布が限られる生物が見ら


Figure 5. Distributions of A. raddeana at Wannnai, Rishiri Island.
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れる（川井，1993；石田，2000；丹羽，私信）．
これは大規模な溶岩流によって覆われることがな
かったなどの地史的な要因と，豊富な水資源を持つ
ことによるものと考えられ，島内のアズマイチゲが
湾内地域にのみ自生していたとしても決して不思議
ではない．そこでアズマイチゲの群落が周辺地域に
どのように分布しているのかを確認するために，発
見場所であるオモベツ川の上流部と本河川の西に位
置するモトリヤウシナイ川を踏査した．両河川の踏
査は同年 5月 1日および 5月 10 日に実施され，発
見されたアズマイチゲの地点を図５に示した．オモ
ベツ川では最初の発見場所を含め合計 5か所（図
５-1 ～ 5）に 7株～約 150 株の群落を確認するこ
とができた．群落として最も大きかったのは地点 3
（図５-3）で，群落の分布は「姫沼橋」付近から下
流側に限られていた．オモベツ川では最後のアズマ
イチゲの群落が見られた地点 5（図５-5）と同様の
環境が上流部にしばらく続くが新たな群落が見つか
ることはなく，谷の付け根に到達した後，急激に谷
の幅が狭くなり環境が大きく変化する．モトリヤウ
シナイ川については「富士見大橋」を越える上流部
まで踏査したが，アズマイチゲを発見することはで
きなかった．なお「姫沼橋」と「富士見大橋」は，
1987 ～ 1997 年にかけて設置されたサイクリング
ロードのために両河川に架けられた大規模な橋のう
ちの 2つであり，橋を支える橋脚が河川を含む谷
の両側に設置されている．これら橋の設置のほか，
古い堰堤もいくつか見られるため，両河川には人為
的な撹乱が過去に何度か入っていたことは明らかで
あった．
以上，道北地域および島内の分布状況からでは本
種が自生かどうかの決定的な判断はつきかねた．し
かし，リシリアザミやリシリハタザオのように近年
になって利尻島より新種記載される植物があるもの
の，島内外の多くの植物学者や愛好家が昔から踏査


している利尻島内において，道内に広く分布するア
ズマイチゲの発見がなされなかったことはやはり不
思議としか言いようがない．現在の私たちが発見で
きずにいるニリンソウの自生地さえ見つけている過
去の植物学者たちが本種を見逃す可能性はおそらく
少なかったはずである．また，アズマイチゲの生息
地と同様の環境が残されている「姫沼橋」上流部に
その分布が見つからないこと，「姫沼橋」の下流に
大きな群落が集中すること，隣のモトリヤウシナイ
川では分布が確認されないこと，などから，「姫沼
橋」などの建設による島外からの資材へのアズマイ
チゲの混入，逸脱の可能性は大きいと筆者は考え
る．よって，本報告では利尻島内でのアズマイチゲ
の分布についても移入種としての立場をとり，その
詳細については今後の更なる分布調査や遺伝的特性
の解析などを待ちたいと思う．
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利尻島からはこれまで 5種のコウモリの記録が
あるが，その多くが低標高の森林からの報告であっ
た（町田・佐々木，1987; 前田，1993; 佐藤・小
杉，1994）．北海道内の 850m以上の高標高におけ
るコウモリの記録は吉行・遠藤（1972），阿部ほか
（1982），河合（2000），出羽ほか（2005）などが
あるが，これまで同島における最も標高が高い場所
からのコウモリの記録は，標高 450-500m 付近に
おけるトドマツ・ダケカンバ林内の捕獲調査によっ
て得られたヒメホオヒゲコウモリとコテングコウモ
リの 2種のみであり，同時期の平野部における調
査と比較して捕獲された個体数が少ないことから，
高標高がそのことに影響している可能性が示唆され
ていた（前田・佐藤，1995）．
2007 年 9月 2日，午前 8時 10 分から 30分頃，
筆者の一人である佐々木は利尻山の清掃登山中に 1
頭のコウモリが登山道の中央にうつ伏せの状態で死
亡しているのを発見した．前腕や後肢がまだ伸ばせ
る状態にあることから死後それほど時間がたってお
らず，周囲に登山者の足跡があったものの，ひどく


利尻山登山道にて拾われたヒメホオヒゲコウモリ


佐藤雅彦 1)・佐々木伸宏 2)


1) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館
2) 〒 097-8527　北海道稚内市末広 5丁目 6番 1号　稚内地方合同庁舎 3階　稚内自然保護官事務所


An Ikonnikov's Bat, Myotis ikonnikovi, Found on a Mountain Trail of Mt. Rishiri


Masahiko SATÔ1) and Nobuhiro SASAKI2)


1)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan
2)Wakkanai Ranger Office, Wakkanai district combination Government building 3F, 


5-6-1 Suehiro, Wakkanai-shi, Hokkaido, 097-8527 Japan


Abstaract. An Ikonnikov's bat, Myotis ikonnikovi, was found on a mountain trail of Mt. Rishiri at about 900 


meters above sea level in September 2007. This is the highest altitude at which a bat has been found on 


Rishiri Island.


踏みつけられたということもなかったため回収し，
利尻町立博物館にその後持ち込まれることとなっ
た．発見場所は鴛泊コース 7合目を過ぎ，3回目の
曲がり角を越えたあたりの標高 900-920m 付近で
あり，これまでの同島からのコウモリの記録として
は最も標高が高い場所からの記録となった．拾われ
たコウモリの計測値などは以下のとおりである．な
お，計測については前田（1983）に従った．


標本番号：RTMM223
標本保管場所：利尻町立博物館
性別：オス
年齢：成獣
体重：5.4 g
前腕長：33.0 mm
後足長（爪なし）：7.0 mm
後足長（爪あり）：8.0 mm
下腿長：14.5 mm
尾長：32.0 mm
頭胴長：72.0 mm
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耳長：11.5 mm
耳珠長：7.0 mm


頭骨全長 (GL)：13.3 mm
頭骨基底全長 (CBL)：12.7 mm
上顎歯列長-切歯～臼歯 (UTL, i-m3)：6.2 mm
上顎歯列長-犬歯～臼歯 (UTL, c-m3)：5.2 mm
吻幅 (RW)：3.6 mm
頬骨弓幅 (ZW)：(8.1 mm)* 左頬骨欠損のため概算値
臼歯間幅 (UMW)：5.5 mm
乳様突起間幅 (MtdW)：(4.9 mm)* 左乳様突起欠損
のため概算値  


脳函幅 (BCW)：6.6 mm
脳函高 (BCH)：6.0 mm
吻長 (RL)：5.4 mm
脳函長 (BCL)：7.9 mm
脳函高 /頭骨基底全長 (BCH/CBL)：0.472440945
臼歯間幅 /頭骨基底全長(UMW/CBL)：0.433070866
脳函高 /脳函幅 (BCH/BCW)：0.909090909
吻長 / 脳函長 (RL/BCL)：0.683544304


死亡後についた傷かどうかは不明であるが，本個
体の左後肢の第 1指と左胸に裂傷が見られた．ま
た，尾膜の血管走行については不明瞭ながら「くの
字」型が認められ，耳珠の形，下腿長，飛膜が後肢
の指の付け根に付着すること，などの特徴から本個
体はヒメホオヒゲコウモリMyotis ikonnikovi と判
断された．なお，頭骨の計測値からも本同定結果は
正しいものと思われる．
拾われた場所はダケカンバやミヤマハンノキなど
が登山道沿いに見られる場所だが，高標高と強風な
どのため樹高は低く，島内平野部に生息するヒメホ
オヒゲコウモリの一般的な生息環境（樹高が高く直
径が太いトドマツなどを主体とした針広混交林）と
は一見して異なっていた．このような場所が，餌と
なる昆虫の発生量，樹洞などのねぐらの確保，気温
の面でコウモリの生活に適しているとは考えにく


く，今回拾われた個体は猛禽類などの捕食者や強風
などにあおられて高標高まで偶然運ばれた個体であ
る可能性が考えられた．しかし，高標高における夜
間調査は困難であるため，高標高を利用するコウモ
リの生態についてはほとんど情報がなく，平野とは
異なる生活戦略を持つ個体群の存在や，平野からの
季節的な移動または一時的な餌資源の利用などで飛
来した個体の可能性もある．これらの可能性の検討
については今後の捕獲調査や標識調査の成果に期待
したい．
最後に，高標高におけるコウモリの記録について
ご教示いただき，原稿の校閲をいただいた前田喜四
雄氏（奈良教育大学）に感謝申し上げる．
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はじめに
上川支庁に位置する美深町は農業・酪農・林業な
どが盛んで，東は天塩山地，西は北見山地にはさま
れた盆地の町である．その中央には天塩川が南北に
流れ，町の東には北海道自然環境保全地域に指定さ
れている高層湿原「松山湿原」もある．東西の山岳
部には広大な森林が広がり，その多くが道有林と
なっている．
本町からのコウモリの記録は美深町史（美深町，
1971）に『獣類　蝙蝠・兎蝙蝠・・・』と記され
るのみで，標本が残されていたり，確実な同定に基
づいた記録はないものと考えられた．そこで道北北
部におけるコウモリ相解明の一環としてかすみ網お
よびバットディタクター（以下，BD）を用いた調
査を 2007 年に美深町において実施した．
調査の実施にあたり，コウモリの捕獲について


美深町におけるコウモリ類の分布


佐藤雅彦 1)・村山良子 2)・前田喜四雄 3)・出羽　寛 4)


1) 〒 097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字栄浜 142　道北コウモリ研究センター
2) 〒 098-5821　北海道枝幸郡枝幸町栄町 154　日本野鳥の会道北支部会員
3) 〒 630-8528　奈良市高畑町　奈良教育大学　自然環境教育センター
4) 〒 079-8501　北海道旭川市永山３条 23丁目　旭川大学経済学部


Distribution of Bats in Bifuka, Northern Hokkaido


Masahiko SATÔ1), Yoshiko MURAYAMA2), Kishio MAEDA3) and Hiroshi DEWA4)


1)Research center for Bats in Northern Hokkaido, 142, Sakaehama, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan
2)A member of Do-hoku branch of Wild Bird Society of Japan, 154, Sakae-machi, Esashi, Hokkaido, 098-5821 Japan
3)Education Center for Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan


4)Faculty of Economics, Asahikawa University, 3-23, Nagayama, Asahikawa, Hokkaido, 079-8501 Japan


Abstaract. A distribution study on bats was carried out in Bifuka-cho, Northern Hokkaido. Six species of 


bats, Myotis ikonnikovi, M. frater, M. daubentonii, M. macrodactylus, Barbastella leucomelas and Murina 


ussuriensis, were recorded by our research team and previous studies. Many reactions of Bat-detectors at 


streetlights suggest another species in addition to the above mentioned six bat species in this town.


は「鳥獣捕獲許可」を環境省より（環北地野許第
070508003 号），道有林への立ち入りなどについ
ては北海道上川北部森づくりセンターより（上北森
管第 74-42 号）許可をいただいた．また町内の森
林の状況などについては山田隆氏，田中敦志氏（北
海道上川北部森づくりセンター）に様々な情報を提
供いただいた．ここにお名前を記してお礼申し上げ
る．


調査期間，調査地および調査方法
調査は 2007 年 7 月 12 日から 7 月 16 日の 5 日
間に渡って実施された．調査期間中，日中は地元住
民などへの聞き込みや拾得死体の探索，および調査
場所の下見を行い，夜間はカスミ網による捕獲調査
を実施するとともに BDによる周辺地域でのコウモ
リの飛翔状況を調べることに努めた．捕獲調査は図







28 佐藤雅彦・村山良子・前田喜四雄・出羽　寛


1に示す６か所（●印）で実施された．調査により
捕獲されたコウモリは，同定・計測作業を行った後，
すみやかに放獣された．なお，ヒメホオヒゲコウモ
リとホオヒゲコウモリの識別については，Kondo 
& Sasaki （2005）に基づいで行われた．


結果
【捕獲調査】
かすみ網を用いた捕獲調査における調査日，場
所・緯度経度，植生を表 1に，捕獲されたコウモ
リの計測値等を表 2に示し，詳細は場所ごとに以
下に記す．


１．川西「望みの森」（図 1-a）
美深市街から約 2kmほどの場所にある丘陵地に
遊歩道が整備された森林公園である．車道もある
が，道幅の狭い小道もあり，トドマツやオヒョウ
などの針広混交林が広がる．調査場所は川幅 30cm
程の小さな流れに沿った遊歩道であり，かすみ網は
遊歩道をさえぎるように２枚，狭い谷にそって流れ
る川をふさぐように１枚が設置された．設置時間は


19:20-21:40 で，気温は 7° C（21:11）であった．
設置後，BDによる反応もあったが，なかなかかす
み網にかからず，20:51 にはコテングコウモリと思
われる個体がかかるが確保する前に逃げられてし
まった．最初の個体（ヒメホオヒゲコウモリ）が捕
獲されたのは 21:28 と遅くなってからであった．


２．仁宇布「原生保存林」（図 1-b）
ミズナラ，イタヤカエデ，トドマツ，エゾマツの
胸高直径が 60-80cm以上の巨木が多い森で，幅３
ｍほどの観察路が林内をめぐっている．かすみ網
は入口付近と林内の観察路をふさぐようにそれぞれ
１枚ずつ，林内の小さな川をふさぐように１枚の合
計３枚が設置された．19:00 から 21:30 まで調査
を行い，３頭のヒメホオヒゲコウモリと１頭のカグ
ヤコウモリ，１頭のチチブコウモリが捕獲された．
BDの反応（40kHz）は 19:41 から 21:30 までに合
計 10回確認された．気温は 11.3° C（20:32）であっ
た．


３．仁宇布「雨霧の滝」「女神の滝」（図 1-c）


10km


美深町


a


b


捕獲調査地点


BDによる反応があった地点（街灯あり）


c


d


e


f


BDによる反応があった地点（街灯なし）


図１．捕獲調査地点と BDによる反応があった地点．
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年月日 場所 緯度経度 1) 主な植生 2)3)


2007.vii.12 川西「望みの森」（図
1-a）


N44°28'47.5"
E142°19'34.2"


ケヤマハンノキ，オノエヤナギ，ヤマニガナ，ツルアジサイ，オオウバユ
リ，ホオノキ，ミゾソバ，オオアマドコロ，アキタブキ，フランスギク，
ヒメジョン，ゲンノショウコ，カモガヤ，オニシモツケ，ミズバショウ，
ヤマウルシ，チシマアザミ，オオハナウド，オオバコ，トドマツ *（胸高
直径 20-40cm），ミズナラ，オヒョウ *，イタヤカエデ，クマイザサ *，オ
オイタドリ，ウマノミツバ，カラフトダイコンソウ，オオバタケシマラン，
マイヅルソウ


2007.vii.13 仁宇布「原生保存林」
（図 1-b）


N44°33'49.9"
E142°33'50.2"


A. ミズナラ *（胸高直径 20-80cm），トドマツ（〃 50-80cm），エゾマツ（〃 
50cm），イタヤカエデ *（〃 60cm），ダケカンバ，ホオノキ，クマイザサ．
B. トドマツ*（〃 60cm），エゾマツ*（〃 60cm），ナナカマド*，ミズナラ*（〃 
60cm），ツルアジサイ，コシアブラ，ハリギリ，イタヤカエデ，マイヅル
ソウ，クマイザサ *，ツバメオモト，ヒメゴヨウイチゴ．
C. オオカメノキ，アキタブキ，エゾイチゲ，マイヅルソウ，ミズナラ *（〃 
50cm），エゾマツ *（〃 30-60cm），ハンゴンソウ，クマイザサ *，トドマ
ツ（〃 40-60cm），ケヤマハンノキ，オニシモツケ．


2006.viii.14 仁宇布「雨霧の滝」「女
神の滝」（図 1-c）


N44°30'27.0"
E142°35'16.5"


A & B. ゴゼンタチバナ，トドマツ *（胸高直径 20-60cm），オガラバナ，
オオバスノキ，エゾイチゴ，ヤマドリゼンマイ，ケヤマハンノキ *（〃 
20cm以上），ダケカンバ（〃 30cm以上），ミヤママタタビ，ミヤマハン
ノキ，ノリウツギ，チシマザサ，オオカメノキ，オヒョウ、ヒメゴヨウイ
チゴ，エゾボウフウ，ハイイヌツゲ，ヤマブドウ，シシガシラ，サンカヨウ，
マイヅルソウ，イワガネゼンマイ，エゾマツ（〃 20-80cm），ホザキイチ
ヨウラン，トウゲブキ，ハナヒリノキ，オククルマムグラ，テシオキンバイ，
タニギキョウ，ヤマブキショウマ，エゾノレイジンソウ，シラオイハコベ，
ツマトリソウ，ツタウルシ，マンネンスギ，エゾイチゲ，ズダヤクシュ，
ミヤマタニタデ．
C. ヤチダモ，イチイ，オニシモツケ，オオイタドリ，イタヤカエデ，トド
マツ *（〃 20-40cm），オノエヤナギ *，オガラバナ，ケヤマハンノキ（〃 
30cm），ダケカンバ，ナナカマド，オヒョウ *，オドリコソウ，オオハナウド，
ツルアジサイ，エゾニュウ，ヤマブキショウマ，キツリフネ，オオバタネ
ツケバナ，ミヤママタタビ，ゴゼンタチバナ．


仁宇布「仁宇布小中
学校」横の街灯（図
1-d）


N44°32'57"
E142°34'39"


2007.vii.15 小車（図 1-d） N44°35'55.3"
E142°17'30.9"


クサフジ，オオイタドリ，オオヨモギ，オニシモツケ，ヤマブドウ，ヒメジョ
ン，ヨツバヒヨドリ，オノエヤナギ，ミズナラ *，オニグルミ，ケヤマハ
ンノキ *，イタヤカエデ，ホオノキ，アキタブキ，ヤマブキショウマ．


2007.vii.16 泉（図 1-e） N44°25'02.4"
E142°16'46.4"


ハンゴンソウ，ハリギリ，ヤマブキショウマ，チシマアザミ，オニシモツケ，
ヤマブドウ，エゾニュウ，オオヨモギ，オオイタドリ，トドマツ、ヤチダモ，
オノエヤナギ，ケヤマハンノキ *（胸高直径 20cm），ヤマグワ，ハルニレ（〃 
40cm以上），イケマ，クマイザサ *．


1)　測地系 TOKYO
2)　＊は優占種
3)　アルファベットはかすみ網１枚ごとの設置場所を示す


表１．捕獲調査日，場所および植生


仁宇布山（標高 631m）の南部の麓，標高約
470m付近にある滝で，駐車場や散策路もある観光
地とされている．２つの滝の周辺にはトドマツを主
体とし，そこにケヤマハンノキなどの広葉樹が混じ
る針広混交林が広がる．かすみ網は「雨霧の滝」の
下流にあたる幅３ｍほどの川をふさぐように１枚，
「女神の滝」までの散策路を塞ぐように１枚，途中


で横切る川幅 40cmほどの流れを遮るように１枚
が設置された．後者のかすみ網周辺では 19:43 か
ら 20:05 までの間に約 30 回（45kHz）もの BDの
反応が記録されたが，捕獲には至らなかった．他の
２つのかすみ網においては BDの反応はなかったも
のの，ヒメホオヒゲコウモリ３頭が捕獲された．調
査時間は 18:30-21:00 で，気温は 6℃（20:30）と
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年月日 場所 捕獲時刻 学名 性別 幼獣の識別 前腕長 体重 下腿長 備考


2007.vii.12 川西「望みの森」
20:16 Murina ussuriensis ♂ A 29.6 5.4


21:28 Myotis ikonnikovi ♀ A 32.5 6.4 14.0 妊娠中．Basilia truncata 
endoi 2 ♂ 1 ♀．


2007.vii.13 仁宇布「原生保存林」


19:42 Myotis ikonnikovi ♂ A 33.5 6.3 16.0
20:05 Myotis frater ♂ A 39.0 8.0 20.0
20:11 Barbastella leucomelas ♂ A 40.4 10.4
20:43 Myotis ikonnikovi ♀ A 33.1 4.9 乳房未発達．妊娠なし．
20:45 Myotis ikonnikovi ♂ A 34.0 6.6


2007.vii.14


仁宇布「雨霧の
滝」「女神の滝」


19:37 Myotis ikonnikovi ♀ A 31.5 6.4 乳房未発達．妊娠なし．
20:06 Myotis ikonnikovi ♀ A 34.2 6.2 妊娠中．
20:27 Myotis ikonnikovi ♀ A 33.9 6.3 妊娠中．


仁宇布「仁宇布小
中学校」横の街灯 23:50 Myotis frater ♂ A 35.7 8.2 17.5


2007.vii.15 小車


19:39 Murina ussuriensis ♂ A 28.2 4.8
19:46 Murina ussuriensis ♀ A 30.7 6.3 授乳中．
20:16 Myotis ikonnikovi ♂ A 31.6 6.9
20:25 Murina ussuriensis ♀ A 30.6 6.5 授乳中．
20:36 Myotis macrodactylus ♂ A 37.1 7.7
20:50 Murina ussuriensis ♀ A 31.3 7.4 妊娠中．


2007.vii.16 泉


20:30 Myotis ikonnikovi ♂ A 33.5 6.9 15.5
20:40 Myotis frater ♀ A 37.0 10.6 19.5 乳房発達．妊娠中．
21:03 Myotis frater ♀ A 38.0 10.2 19.0 乳房発達．妊娠中．
21:26 Murina ussuriensis ♀ A 29.8 5.7 授乳中．


表２．捕獲および拾得されたコウモリの計測値など


低かった．


４．仁宇布「仁宇布小中学校」横の街灯（図 1-d）
仁宇布地区は美深市街から約 20kmほど東北東
に離れた小さな集落である．仁宇布小中学校横に
ある高さ約３ｍほどの街灯付近では 25kHz および
45kHz の BD の反応が頻繁に聞かれるとともに，
隣接する帯状の防風林の脇を飛翔するコウモリの姿
が観察された．そこで，街灯および隣接する防風林
の脇にかすみ網を１枚ずつ設置し，22:00-24:00 ま
で捕獲を試みたところ，23:50 に１頭のカグヤコウ
モリを捕獲することができた．


５．小車（図 1-e）
小車地区は美深町の北部に位置し，美深市街から
約 15km離れた場所である．調査場所は小車大橋
がかかる天塩川に接した崖の上の作業道にあたり，


ケヤマハンノキやミズナラなどの広葉樹林が広が
る．作業道をふさぐように２枚，作業道に平行して
１枚の計３枚が設置され，４頭のコテングコウモ
リ，１頭のヒメホオヒゲコウモリおよび１頭のモ
モジロコウモリが捕獲された．調査は 19:00-21:30
に行われ，気温は 10.5℃（21:30）であった．


６．泉（図 1-f）
大沢橋とウルベシ橋付近の林道でハルニレの大径
木が目立つ場所であり，林道を塞ぐように３枚のか
すみ網を設置した．ケヤマハンノキが優占する針広
混交林で，林床はクマイザサが優占していた．ちな
みにヒグマの糞も多く見られた場所であった．調査
は 19:30-21:30 まで実施され，３種４頭（ヒメホ
オヒゲコウモリ，カグヤコウモリ，コテングコウモ
リ）が捕獲された．
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年月日 場所 捕獲時刻 学名 性別 幼獣の識別 前腕長 体重 下腿長 備考


2007.vii.12 川西「望みの森」
20:16 Murina ussuriensis ♂ A 29.6 5.4


21:28 Myotis ikonnikovi ♀ A 32.5 6.4 14.0 妊娠中．Basilia truncata 
endoi 2 ♂ 1 ♀．


2007.vii.13 仁宇布「原生保存林」


19:42 Myotis ikonnikovi ♂ A 33.5 6.3 16.0
20:05 Myotis frater ♂ A 39.0 8.0 20.0
20:11 Barbastella leucomelas ♂ A 40.4 10.4
20:43 Myotis ikonnikovi ♀ A 33.1 4.9 乳房未発達．妊娠なし．
20:45 Myotis ikonnikovi ♂ A 34.0 6.6


2007.vii.14


仁宇布「雨霧の
滝」「女神の滝」


19:37 Myotis ikonnikovi ♀ A 31.5 6.4 乳房未発達．妊娠なし．
20:06 Myotis ikonnikovi ♀ A 34.2 6.2 妊娠中．
20:27 Myotis ikonnikovi ♀ A 33.9 6.3 妊娠中．


仁宇布「仁宇布小
中学校」横の街灯 23:50 Myotis frater ♂ A 35.7 8.2 17.5


2007.vii.15 小車


19:39 Murina ussuriensis ♂ A 28.2 4.8
19:46 Murina ussuriensis ♀ A 30.7 6.3 授乳中．
20:16 Myotis ikonnikovi ♂ A 31.6 6.9
20:25 Murina ussuriensis ♀ A 30.6 6.5 授乳中．
20:36 Myotis macrodactylus ♂ A 37.1 7.7
20:50 Murina ussuriensis ♀ A 31.3 7.4 妊娠中．


2007.vii.16 泉


20:30 Myotis ikonnikovi ♂ A 33.5 6.9 15.5
20:40 Myotis frater ♀ A 37.0 10.6 19.5 乳房発達．妊娠中．
21:03 Myotis frater ♀ A 38.0 10.2 19.0 乳房発達．妊娠中．
21:26 Murina ussuriensis ♀ A 29.8 5.7 授乳中．


【BDによる 25kHz における反応調査】
車道やその付近に設置された街灯における BDの
反応の有無についての結果を報告する．調査は車で
ゆっくりと走りながら助手席の調査員が 25kHz に
あわせた BDの反応を調べるものであり，反応が
あった場所のみを図１に示す．白色の○印は街灯が
付近にあった場所で，灰色の●印は街灯がなかった
場所を示している．なお，記号の横の小さな数字は
反応があった周波数を表している．


考察
美深町における捕獲調査においてヒメホオヒゲコ
ウモリ，カグヤコウモリ，モモジロコウモリ，コテ
ングコウモリ，チチブコウモリの合計５種が確認さ
れた．一方，これらの種が発する音声とは異なる
20-25kHz の声を持ったコウモリの BDによる反応
が，同町の街灯付近から多数得られた．これらの反
応は道北北部においてはキタクビワコウモリの可能
性が高い（佐藤ほか，2002）．しかし，似た反応を
持つ種としてヒナコウモリ，ヤマコウモリが考えら
れ，前者は豊富町，羽幌町，苫前町，士別市，後者
は名寄市において記録があり，美深町の今後の保護
記録や再調査などの結果を待ってから種名を決定す
べきであるため，ここでは種名を保留とした．
筆者らの一人である出羽は 2003 年に小車地区お
よび大手地区において捕獲調査を実施し，ヒメホオ
ヒゲコウモリ，カグヤコウモリ，モモジロコウモリ，
コテングコウモリ，ドーベントンコウモリの５種を
確認しており（出羽，未発表），これらの結果を今
回の調査結果とあわせると不明種１種を含め，美深
町には少なくとも７種のコウモリが分布しているこ
とが初めて明らかとなった．
美深町のコウモリ相の特徴としては，１）チチブ
コウモリの分布，２）洞穴棲コウモリの分布，３）
ウサギコウモリとホオヒゲコウモリの未確認，の３
点があげられる．
道北北部におけるチチブコウモリの記録は日本海
沿岸地域にはなく，オホーツク海側，またはそれに
接する内陸部からの記録しかない．美深町は２つの
海から離れた道北北部の中央に位置する町ではある


が，チチブコウモリが生息するということは，オホー
ツク海側のコウモリ相の要素を持つ地域であること
がうかがわれた．
道北北部で地域的種構成に特徴をもたらすのが洞
穴棲コウモリの分布の有無であり，彼らがねぐらと
して好む洞窟やトンネルなどがその地域に存在しな
ければその分布はあまり期待できない．もともと道
北北部はそのような環境が少ない地域であるが，廃
線となった美幸線のトンネルが数少ない好適なねぐ
らを洞穴棲コウモリの１種であるモモジロコウモリ
に提供している．今回の調査ではねぐら場所を特定
することはできなかったが，モモジロコウモリの分
布を美深町から確認することができた．町内の旧美
幸線（美深駅～仁宇布駅）にはコウモリが利用可能
なトンネルはないため，トンネル以外のねぐらを利
用していることが予想されるほか，これまでトンネ
ル内にねぐらが発見されている幌加内町，枝幸町が
周辺に位置するため，これらの場所からの移動個体
の可能性も考えられた．モモジロコウモリは農業用
排水路や隧道，河川の樋門などの比較的小規模の空
間についてもねぐらとして利用することが報告され
ており（出羽，2002），今後はこのような場所の探
索によりねぐらが発見されるかもしれない．
なお出羽の未発表記録で捕獲された 3頭と本調
査で捕獲された１頭のモモジロコウモリはすべてが
オスであった．モモジロコウモリは夏の繁殖期にお
いて両性が集まり，春秋には性別ごとのコロニーを
作るとされているが（庫本ほか，1978），少なくと
も道北地域の枝幸町で確認しているコロニーでは両
性が集まる繁殖コロニーは未だ発見されておらず，
オスに性比が極めて偏ったコロニーが夏季に見つか
るのみである（佐藤ほか，2004b；佐藤ほか，未発
表）．これらオスによって構成されているコロニー
には，繁殖に参加していないメスが時々混じること
がある．したがって，筆者らは子育てに関係のない
個体がメス（または両性）の繁殖コロニーとは別な
コロニーをその周辺に形成している可能性があるの
ではないかと考えている．美深町のモモジロコウモ
リもこれらの子育てに関係のない個体が集まるコロ
ニー由来の可能性がある．道北北部のモモジロコウ
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モリの個体群がどれくらい地域的なつながりを持っ
ているのかについては標識調査によって近年少しず
つ明らかにされつつあるため，今後は同町のモモジ
ロコウモリについても機会があれば標識を装着し，
その移動性を調べていく必要があろう．
最後の特徴として，これまで周辺地域において確
認されている種にも拘らず美深町において確認でき
なかった種としてウサギコウモリとホオヒゲコウモ
リの２種があげられる点について考察する．ウサギ
コウモリについては道北北部においてそれほど珍し
い種ではなく，美深町史（1971）にも「兎蝙蝠」
の文字が見られたように，今後の調査によっては同
町から記録される可能性が極めて高いものと考えら
れた．その一方で，ホオヒゲコウモリについては
道北北部では記録が限られ，猿払村（佐藤ほか，
2006），豊富町（北海道開発局，1972），幌延町
（阿部，1974），枝幸町（佐藤ほか，2004）から
の記録のみとなっている．これらの場所のうち枝幸
町を除くと，ホオヒゲコウモリはその類似種である
ヒメホオヒゲコウモリと同所的に捕獲されることは
なかった．例えば猿払村では両種の記録があるが，
ホオヒゲコウモリは牧草地に囲まれた湿原を伴う森
林内において，ヒメホオヒゲコウモリは山間部の渓
流においてそれぞれが捕獲されるのみであった．と
ころが美深町に隣接する枝幸町歌登地区においては
例外的にヒメホオヒゲコウモリと同所的にホオヒゲ
コウモリが山間部にて捕獲・記録されている（佐藤
ほか，2004）．今回の美深町内の調査場所では仁宇
布小中学校以外の全ての捕獲場所でヒメホオヒゲコ
ウモリが確認されており，その多くが山間部，また
は山間部に近い森林にあたる環境であった．前田
（2001）や出羽（2002）などにおいてホオヒゲコ
ウモリとヒメホオヒゲコウモリの棲み分けについて
の議論がされているが，その結論はいまだ出ておら
ず，今後，同町内においてホオヒゲコウモリの生息


が確認されるかどうかについては，更なる調査や環
境を変えた捕獲場所の選定などが必要とされよう．
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はじめに
利尻島は，江戸時代より場所請負制度の管下に
あって，礼文島を含むリイシリ場所が開設されてい
た．当時から，ニシンは島の産物として代表的なも
ので，それは明治・大正・昭和を経ても変わらず，
明治以降の開拓の歴史に深く関与してきた．しか
し，昭和 30 年頃を境にニシンが獲れなくなると，
島の産業・経済は大打撃を受け，漁業形態の転換や
観光産業への転換を余儀なくされていった．
さらに，時代が進むにつれ，現在では当時のニシ
ン場の記憶も 70 歳代以上の方々に限られるなど，
過去の栄華も忘れ去られようとしている．
また，記憶に限らず，ニシン場で使われた漁具や
遺構も失われつつある．このうち，漁具などの動産
資料については，資料収集によっていくらか保存可
能であるが，遺構の保存についてはほとんど着目さ
れていないのが現状である．本稿で取り上げる「袋
澗（ふくろま）」もまた，往時のニシン場遺構とし
て重要な土木遺産であるが，島内では波浪や築港に
よる破壊が進んでいる．


利尻島鴛泊における袋澗の測量調査


山谷文人


〒097-0101　北海道利尻郡利尻富士町鴛泊字富士野　利尻富士町教育委員会


The Survey of Fukuroma at Oshidomari, Rishiri Island


Fumito YAMAYA


Rishirifuji Town Board of Education, Oshidomari, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0101 Japan 


Abstract. The herring fishing industry prospered in Rishiri Island throughout the mid-20th century. 


Fukuroma refers to a kind of small harbor as a shelter for catches of herrings or ships from a stormy sea. 


Izumi’s Fukuroma, which is one of the existing Fukuroma in this island, is about 1.5 to 3.0 meters in 


height and was built of pyramid stones. From old maps, old documents, interviews and comparison with 


other Fukuroma, it is estimated that this harbor predates the Taisho Period. A survey map and cross-


section of this Fukuroma are shown in figures for the first time.


そのなかにあって，鴛泊字栄町にある通称「泉の
澗 1」（図 1～ 3）は，保存状況もよく現在も船澗と
しての役割を担っており，町民にもよく知られてい
る．また，日本の近代土木遺産として，現存する重
要な土木構造物にも選ばれている（土木学会土木史
研究委員会，2000）．こうした背景から，利尻富士
町教育委員会では，保存状態のよいうちに測量を実
施することにした．本稿では，その測量調査につい
て報告するとともに，構造や築造年代，文化財的価
値について考えてみたい．


袋澗とは
袋澗は，北海道日本海沿岸にのみ設けられたもの
（河野，1987）で，積丹半島周辺を中心に，奥尻島・
利尻島・礼文島などの離島にも分布している．山田
（1999）によれば，袋澗は春先のニシン漁期に吹
く南西から北西の強い季節風による波浪の強さに対
応した多目的施設（船留り，避難港，袋網の一時保
存）として開発・築造された．つまり，ニシン漁で
は時化に襲われると大きな枠網に詰めたニシンを海
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中に放棄しなければならない危険性があるため，そ
れをたくさんの袋網に分け沖合から輸送し，海岸の
近くで一時貯蔵するための施設，すなわち波除けの
ための堤体が必要であった．こうした袋澗の開発
は，当時としては画期的な技術で漁獲量の増加にも
つながったといわれる．


利尻島内に残る袋澗
島内の袋澗については，工藤（1985，1986，
1991）と山田（1999）に詳しい．かつては，全島
的とくに岩礁地帯の御崎や仙法志一帯に多く分布
し，南浜にも存在した．また，礼文島で袋澗作りを
していたという秋田米作氏の回想によれば，礼文島
には60ヵ所，利尻島には30～35ヵ所の袋澗があっ
たという（北海道文化財研究所，1987）．だが，現
在袋澗として認識できるのは，御崎地区をはじめ鴛
泊 : 泉の澗，久連 : 平田漁場の袋澗（一部残存），
仙法志 : 伊藤漁場の袋澗に限られている．


調査方法と結果
測量調査は，平成19年8月23・24日に実施した．
堤体の測量には，トータルステーションを用い，構
造については肉眼観察とスケッチにより行い，適宜


記録写真を撮った（図 4）．
現在堤体の外側には，消波ブロックが並べられ，
先端部や上面はコンクリートで補強されている（図
5～7）．平成13年には，町により一部補修された．
こうした過程から，今日まで堤体は保護され，船澗
としての機能を維持してきたといえる．
図8のとおり，堤体の平面形は，手カギ状を呈し，
東西南北の軸に沿う形で築造されており，総延長は
約 67mを測る．堤体は，海岸の岩場を利用して岸
から東へ約 18m，そこから直角に南へ向き，さら
に弧を描くように東へのび，先端部は円く収束して
いる（図9）．図10のように堤体の断面形は台形で，
上面の標高は高いところで 3m強を測り，先端に行
くほど石の段数が減り，標高も 1.5m前後となる．
幅についても波浪の影響を直接受ける南北軸から先
端にかけて広くつくられている．堤体の上面には，
船掛り用の係船柱が 10 ヵ所確認された．堤体の内
側（袋澗）の面積は約 500m2 あり，水深は 1m未
満と浅い．
堤体構造は，一辺 30 ～ 40cm程度の方形の間知


石が 3～ 7 段積まれ，隙間にセメント（あるいは
砂利等）を充填した間知石練積み工法である（図
11）．間知石とは，図 12 のとおり表面は方形であ


図１．泉の澗．澗全体（ペシ岬頂上から）．
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図２－７．泉の澗．２：澗全体（南西から），３：堤体近景（西から），４：測量風景，５：澗全体（北から），６：堤体先端より基部
方向，７：堤体の先端方向．


考察
泉の澗の築造年代については不明な点が多い．当
初，堤体に年代が刻まれていることを期待したが，
今回の調査では残念ながら確認できなかった．
それでは，残されている文書や図面，報文に手が
かりはないだろうか．
当地は，旧地名でノボリマナイ（アイヌ語名 : ヌ


るが，奥行きがすぼまる四角錐形を呈し，立方体の
石を積むよりも耐久性に優れているといわれる．材
質を見る限り，石材は島内で切り出し使用したもの
と考えられる．
なお堤体の北側海岸には，同じ工法で築造された
幅 36m，高さ 6m弱の石垣が存在する（図 4）．


3


4


5


6


7
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図８．「泉の澗」平面図（S=1/400）．


石垣


Ａ
Ｂ


Ｃ


係船柱


Ｄ


消波ブロック


船揚場


※図中Ａ～Ｄは断面図位置を表す。


０ 10m
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プリオマナイ）と呼称され，明治 5年 5 月に陸奥
国津軽郡藤島村の柳谷三平が宅地として割り渡しを
受け，同時期に家屋を建築している（関，1988）．
すなわち，その前浜が柳谷漁場として使用されたと
考えられる．
一方，明治35年に発行された利尻全嶋地図には，
当地にヤマカ吉田漁場がみえる（図 13）．地図の裏
面に印刷された「利尻全島実業諸家広告便覧」には，
「ヤマカ　漁業　吉田松太郎」という広告欄が掲載


図10．「泉の澗」堤体断面図（S=1/200）．


図９．堤体先端部．


図 11－ 12．11：堤体の石積み状況，12：間知石．


されている．
また，明治期の鴛泊・本泊土地図面には，吉田松
太郎名義の土地の前浜に袋澗築造以前と思われる地
形が描かれていた．その前浜には現在の堤体に沿う
ような形で突堤状の岩場が確認できる．つまり，泉
の澗は元々の地形を有効に活用した袋澗なのであろ
う．
鰊定置漁業権の変遷では，当地の所有権は，山田
（1985）によれば，大正 12 年に利鰊定第 605 号
として吉田順一郎が登録されている．その後，昭和
23年に本泊の泉八三郎に売買されている．
こうして当地は，柳谷→吉田→泉という漁場変遷
をたどってきたことがわかる．図 14 は，泉氏に売
買される前の漁場一帯を撮影したもので，写真中央
の袋澗近辺に番屋が建っている．
ところで山田（1999）によれば，積丹半島にお


ける間知石練積み工法は，それまでの木枠石詰め工
法を発展させた袋澗後期型で大正・昭和期に属する
という．一方島内では，久連にある平田の袋澗や仙


11 12


３m


０m
Ａ       Ｂ        Ｃ       Ｄ
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法志にある伊藤の袋澗が，大正期に亀張りの堤体を
修築あるいは築造していることが明らかである（工
藤，1986，1991）し，同時期の礼文島でも間知石
やモルタルを使った袋澗がつくられていた（北海道
文化財研究所，1987）．さらに聞取りによれば，鴛
泊地区に在住する 80 歳代の方々でも幼少の頃すで
に泉の澗は存在していたという．こうした例から，
現時点で泉の澗の築造年代は，少なくとも大正期以


前と位置付けておきたい．
袋澗は，一般的にはなじみが薄いが，先学のご指
摘どおり，産業考古学上あるいは北海道特有の近代
土木遺産として文化財的価値が高い建造物である．
今回調査した泉の澗は，数ある袋澗のなかでも，保
存状況がよいうえに現役で使用されていることか
ら，生きた文化財として活用できる可能性を持って
いる．今後については，立地が海岸であるため，波


図14．戦前のノボリマナイ（梅谷哲夫氏所蔵）．


図 13．明治期の鴛泊市街（利尻全嶋地図）．
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浪などによる堤体の経年劣化が進み，現地での永久
的保存は厳しいと予想されるが，可能な限りニシン
場の栄華を伝える「まちの財産」として保存，活用
していくことが肝要であろう．
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現地測量に際しては，利尻富士町役場産業建設課 
牧野力係長と高橋真也技師にご協力いただいた．ま
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本文註
１　泉の澗については，「泉のナマコ」という別称
がある．その由来は，堤体の断面形がカマボコ
形であることから，建築用語で使われる海鼠形
に関係すると考えられる．
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INTRODUCTION


Faunas of blood-sucking insects parasitic on 
wild birds and mammals in Japan have not 
been studied well. As for bed bugs (Cimicidae: 
Heteroptera), only one species has been 
recorded from bats without additional records 
since its description by Usinger (1966). As for 
flea (Siphonaptera), Sakaguti and Jameson (1962) 
recorded 69 species mainly from mammals of 
Japan (excluding Okinawa and Yaeyama), and 
predicted the discovery of 30 more species from 
bats and birds. However, little study has been 
done thereafter, and only a few species were 
added (Uchikawa, 1975). Information about 
faunas, distribution and host preference of 
Diptera Pupipara (Hippoboscidae, Nycteribiidae 
and Streblidae) has been increased substantially 
by Mogi et al. (2002) but it is still rather fragmentary 
except for that for bat flies (Nycteribiidae and 
Streblidae) of cave-roosting bats.
In this note, we present records of specimens 
of Diptera Pupipara collected from birds and 
bats in Japan. The majority of the specimens are 
from the northern part of Hokkaido from where 
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species of Diptera Pupipara have rarely been 
recorded. In addition, the collection includes 
specimens from Kyushu and southerly islands, 
including those without records of Diptera 
Pupipara.


MATERIALS AND METHODS


Specimens were collected by one of us (MS) or 
gifted from collaborators. Birds were inspected 
during the banding with official permission 
except for a few accidentally brought under 
care. Bats were also inspected during faunal 
and ecological study with official permission. 
All the specimens except one male of Nycteribia 
allotopa mikado collected by Ta. Segawa are 
deposited at Rishiri Town Museum.
The format of records generally follows Mogi 
et al. (2002); under each host name, the number 
and sex of specimens, locality, date, and the 
name of collectors are presented. Missing data 
are mentioned as such not to be confused with 
typographic errors. Scientific names of birds 
followed Ornithological Society of Japan (2000) 
and those of bats followed Abe et al. (2005). 
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RECORDS


Hippoboscidae


Ornithoica momiyamai Kishida, 1932
Emberiza spodocephala. HOKKAIDO. 1♀, Horo-
nobe, 15 Sep 1993, T. Fujimoto; RISHIRI IS. 1♀, 
Kutsugata, 17 Sep 1994, K. Kosugi.


Emberiza variabilis. RISHIRI IS. 1 ♂ , Kutsugata, 
8 Sep 1994, K. Kosugi; 1♂, id, 15 Sep 1994, K. 
Kosugi; 1♀, id, 23 Sep 1994, K. Kosugi; 1♀, id, 
28 Sep 1993, K. Kosugi.


Parus ater. RISHIRI IS. 1♂1♀, Kutsugata, 8 Sep 
1994, K. Kosugi; 1♂, id, 10 Sep 1994, K. Kosugi; 
1♀, id, 21 Aug 2006, M. Satô.


Passer montanus. RISHIRI IS. 3 ♀ , Senhoshi, 22 
Aug 2004, R. Sato.


Troglodytes troglodytes. RISHIRI IS. 1♀1 Gynandro-
morph, Kutsugata, 29 Aug 1993, K. Kosugi.


Note. New record from Rishiri Island. This is one 
of the commonest hippoboscids found on passerine 
birds of Japan. Ornithoica tridens Maa, 1966 may 
be a junior synonym of this species (Maa, 1966). 
If this is the case, the distribution of the species 
includes also Taiwan and probably continental 
China.


Ornithoica unicolor Speiser, 1900
Scolopax rusticola. RISHIRI IS. 1 ♀ , Kanezaki, 
Oniwaki, 3 Oct 1993, M. Satô.


Note. New record from Rishiri Island. Outside 
Japan, this species distributes widely in the oriental 
region and has been regarded as an oligoxenous 
parasite of birds belonging to Strigidae (owls). 
It seems strange that the reported records from 
Japan do not include Strigidae as hosts (Maa, 1967; 
Mogi, 1977; Mogi et al., 2002). This species has 
also been recorded from Sakhalin and Kazakhstan 
(Soós and Hůrka, 1986) but surprisingly was not 
found in Taiwan despite extensive inspection of 


birds including 6 species of Strigidae (Maa and 
Kuo, 1965). These facts may be simply due to no 
or little inspection opportunity of Strigidae in the 
Palaearctic region, or may suggest the presence of 
geographical races with different host preference or 
even sibling species.


Ornithomya avicularia aobatonis Matsumura, 
1905
Acrocephalus arundinaceus. HOKKAIDO. 1 ♀ , 
Shimonuma, Horonobe, 8 Aug 1996, T. Sato.


Carduelis sinica. RISHIRI IS. 1 ♀ , Senhoshi, 27 
Aug 1993, M. Satô.


Cuculus saturatus. RISHIRI IS. 1♂ , Oniwaki, 23 
Aug 2004, Y. Ohno.


Dryocopus martius. RISHIRI IS. 1♀, Oshidomari, 
28 Aug 1997, K. Kosugi.


Emberiza spodocephala. RISHIRI IS. 1 ♀ , 
Kutsugata, 7 Sep 1994, K. Kosugi; 1 ♀ , id, 17 
Sep 1994, K. Kosugi; 1 ♀ , Fujino, Oshidomari, 
13 Oct 2007, M, Satô.　


Larus crassirostris. RISHIRI IS. 1 ♂ , Tanetomi, 
Kutsugata, 26 Aug 1997, M. Satô.


Pyrrhula pyrrhula. RISHIRI IS. 1♀, Senhoshi, 22 
Jul 2007, M. Satô.


Saxicola torquata. RISHIRI IS. 1♂1♀, Senhoshi, 
6 Jul 2005, M. Satô.


Streptopelia orientalis. RISHIRI IS. 1♀, Senhoshi, 
27 Aug 1999, M. Satô.


Host unknown. RISHIRI IS. 1 ♂ , Senhoshi, 1 Jul 
1999, M. Satô & A. Kuromoto; 1♀, Fujimi-cho, 
Kutsugata, 22 Aug 1993, K. Kosugi.


Note. New record from Rishiri Island. This is a 
common parasite of passerines throughout Japan. 


Ornithomya chloropus extensa Maa, 1967
Anthus hodgsoni. RISHIRI IS. 1♀, Oniwaki, 1 Oct 
1994, M. Satô.


Note. New record from Rishiri Island. This is a 
common parasite of passerines of the Palaearctic 
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region.


Ornithomya fringillina Curtis, 1836
Parus ater. RISHIRI IS. 1 ♀ , Kutsugata, 28 Oct 
2006, K. Kosugi; 1♀, id, 27 Oct 2007, K. Kosugi.


Regulus regulus. RISHIRI IS. 1 ♀ , Kutsugata, 29 
Oct 2000, K. Kosugi; 1 ♀ , id, 27 Oct 2007, K. 
Kosugi & M. Satô.


Note. New record from Rishiri Island. This is a 
common parasite of passerines of the Palaearctic 
region.


Crataerina pacifica Iwasa, 2001
Apus pacificus. RISHIRI IS. 1♀, Senhoshi, 27 Jul 
1993, M. Satô.


Note. New record from Rishiri Island. In Japan, 
this species is known only from Hokkaido certainly 
due to no inspection opportunity in other areas.


Stenepteryx hirundinis (Linnaeus, 1758)
Delichon urbica. HOKKAIDO. 1 ♀ , Sounkyo, 
Kamikawa, 5 Sep 2000, N. Yasuda.


Host unknown. HOKKAIDO. 1♀, Kutchan, 21 Aug 
1998, K. Okazaki.


Note. This is a common parasite of martens 
throughout the Palaearctic region.


Icosta maquilingensis Ferris, 1924


Bambusicola thoracica. HONSHU. 1 ♀ , Higashi-
narukawa-cho, Nara-ken, 18 Nov 1999, K. Maeda.


Note. Records of this species in Japan are still 
fragmentary (Shizuoka-ken, Ishikawa-ken, 
Nagasaki-ken), although it may be a common 
parasite of Phasianidae. 


Nycteribiidae


Nycteribia allotopa mikado Maa, 1967
Miniopterus fuliginosus. HONSHU. 2♂, Kawashiri, 
Nishi-waga-machi, Iwate-ken, 26 Apr 2007, Ta. 
Segawa; YAKUSHIMA IS. 5♂3♀, 24 Aug 1999, 
K. Maeda.


Miniopterus fuscus. TOKUNOSHIA IS. 1 ♂ 1 ♀ , 
16 Oct 2000, K. Maeda; IRIOMOTE IS.. 2 ♂ , 
Otomi-do, 13 Dec 1999, K. Maeda.


Rhinolophus cornutus. TOKUNOSHIA IS. 3♂1♀, 
28 Oct 2004, K. Maeda


Note. New record from Tokunoshima Island. Two 
males from Iwate-ken are the northernmost record 
of this species in Japan. This is a common parasite 
of Miniopterus bats in east Asia. 


Nycteribia parvula Speiser, 1901
Miniopterus fuliginosus. YAKUSHIMA IS. 3♂2♀, 
24 Aug 1999, K. Maeda.


Miniopterus fuscus. TOKUNOSHIA IS. 1 ♂ 1 ♀ , 


Figures 1-2. Hippoboscid flies. 1. Ornithomya avicularia aobatonis (female, Oshidomari, Rishiri Island, Hokkaido, 13 Oct 2007); 2. 
O. fringillina (female, Kutsugata, Rishiri Island, Hokkaido, 27 Oct 2007).


1 2
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16 Oct 2000, K. Maeda.
Rhinolophus cornutus. TOKUNOSHIA IS. 1♂1♀, 
28 Oct 2004, K. Maeda


Note. New record from Tokunoshima Island and 
Yakushima Island. This is a common parasite of 
Miniopterus bats in eastern Asia but, in Japan, 
the density is usually lower than that of Nycteribia 
allotopa mikado.


Nycteribia pygmaea (Kishida, 1932)
Murina ussuriensis. HOKKAIDO. 1♀, Kemomanai, 
Esashi, 8 Sep 1998, M. Satô & Y. Murayama 
(reported by Satô (2000) as 10 Sep 1998 for 
collection date).


Myotis daubentonii. HOKKAIDO. 1 ♀ , Ofun, 
Utanobori, 15 Jul 2007, M. Satô.


Myotis ikonnikovi. HOKKAIDO. 1 ♂ 1 ♀ , 
Onnebetsu, Shibetsu, 5 Aug 2005, M. Satô.


Myotis macrodactylus. HOKKAIDO. 1 ♂ 1 ♀ , 
Imagane, 14 Sep 2003, M. Satô; 1♂, Limestone 
cave, Nakatonbetsu, 2 Aug 2003, M. Satô; ３
♀, id, Aug 4 2004, M. Satô; 3♂2♀, id, 8 Aug 
2004, M. Satô; 1♂1♀, id, 7 Jul 2002, M. Satô; 
1♂1♀, Shimohorobetsu, Esashi, 7 Nov 1999, M. 
Satô; 1♂5♀, Kinkomanai, Esashi, 8 Sep 1998, 
M. Satô & Y. Murayama (reported by Satô (2000) 
as 5 ♂ 1♀ ); 2♀ , O-numa, Nanae-cho, 17 Sep 
1999, K. Kawai; 1 ♀ , Shibiutan, Utanobori, 3 
Aug 2003, M. Satô; 1 ♀ , Oguruma, Bifuka, 15 
Jul 2007, M. Satô; 2♂1♀, Esashi, 15 Jul 2007, 
M. Satô.


Host unknown. HOKKAIDO. 1 ♂ 3 ♀ , Pankenai, 
Utanobori, 5 Aug 2004, M. Satô; 2♂1♀, Ofun, 
Utanobori, 5 Aug 2004, M. Satô,


Note. Th is i s a common parasite of M. 
macrodactylus throughout Japan except for 
Tsushima Islands. Satô (2000) reported 16 
males and 29 females from Nayoro, Esashi and 
Hamatonbetsu, northern Hokkaido. This species 
closely resembles N. pleuralis, especially in males. 


Satô & Mogi (in press) newly describes males of 
N. pleuralis from Japanese specimens and shows 
differences between two species.


Basilia rybini japonica Theodor, 1973
Myotis frater. HOKKAIDO. 1♀(reported as Basilia 
rybini by Satô (2000)), Shin-sei, Toyotomi, 16 
Aug 1995, M. Satô.


Myotis pruinosus. KYUSHU. 1♂1♀, Kawanaka, 
Aya-machi, Miyazaki-ken, 16 Jul 1998, K. 
Maeda.


Note. New record from Kyushu. Satô (2000) 
recorded one female without designation of 
subspecies, because some characters were more 
similar to the description of Basilia rybini rybini 
Hůrka from Kazakhstan. Here it is tentatively 
recorded as subspecies japonica. However, the true 
status of this subspecies would not be determined 
until more specimens, especially those from the 
intervening area, are available.
 
Basilia truncata endoi Mogi, 1979
Myotis ikonnikovi. HOKKAIDO. 1 ♀ (reported 
by Satô (2000) as Basilia sp.), Nakagawa, 
6 Aug 1998, M. Satô; 2 ♂ 2 ♀ , Onnebetsu, 
Shibetsu, 5 Aug 2005, M. Satô; 1♂, Pin-ne-shiri, 
Nakatonbetsu, 21 Aug 2004, M. Satô; 2 ♂ 1♀ , 
Kawanishi, Bifuka, 12 Jul 2007, M. Satô.


Note. Satô (2000) recorded this specimen as Basilia 
sp., because some key characters were difficult to 
be observed. In some characters, this specimen 
is different from the original description of the 
subspecies based on specimens collected from 
northern Honshu. For example, the type specimen 
has the only one long seta at the corner of the 
abdominal tergite 2, but the present specimen 
has several long setae.　Tergite 6 of additional 
two female specimens from Shibetsu have a few 
premarginal spines instead of spines on surface. 
Validity of the subspecific status might become 
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unwarranted if more specimens are examined, 
especially those from the area intervening between 
Japan and Mongolia, the type locality of Basilia 
truncata Theodor.


Penicillidia jenynsii (Westwood, 1834)
Miniopterus fuliginosus. HONSHU. 2♂, Kawachi-
Fûketsu, Taga, Shiga-ken, 15 Dec 2003, K. 
Maeda; 11 ♂ 9 ♀ , Shirahama, Wakayama-ken, 
11 Aug 2005, K. Maeda; 4 ♂ 5 ♀ , ibd, 27 Jun 
2004, K. Maeda; 3 ♂ 8 ♀ , id, 11 Aug 2007, K. 
Maeda.


On bat guanos from Mi. fuliginosus and Myotis 
macrodactylus. HONSHU. 1 ♂ 1 ♀ , Tagarasu-
zuido, Wakasa, Fukui-ken, 10 Jul 2005, K. 
Maruyama & H. Tamura.


Host unknown. HONSHU. 1 ♂ 4 ♀ , Issai-cho, 
Tatsuno, Hyougo-ken, 19 Jun 1968, K. Maeda.


Note. This species is mainly parasit ic on 
Miniopterus bats absent in Hokkaido but was 
found also from My. macrodactylus, Rhinolophus 
ferrumequinum, R. cornutus and Plecotus auritus 
in Honshu (Mogi et al., 2002). Although these bat 
species are distributed in Hokkaido, P. jenynsii has 
not been found from Hokkaido.


Penicillidia monoceros Speiser, 1900
Myotis daubentonii. HOKKAIDO. 1 ♀ , Komaba, 
Otofuke, 13 Aug 1999, K. Kawai; 1 ♀ , Taiki, 9 


Sep 1999, K. Kawai; 2 ♀ , Asajino, Sarufutsu, 3 
Aug 2005, M. Satô; 1♀, Pankenai, Esashi, 7 Aug 
2006, M. Satô.


Myotis frater. HOKKAIDO. 1♀, Komaba, Otofuke, 
22 Aug 1997, K. Kawai.


Myotis macrodactylus. HOKKAIDO. 1 ♀ , Panke-
nai, Utanobori, 9 Aug 2005, M. Satô. 


Host unknown. HOKKAIDO. 2 ♀ , Pankenai, 
Utanobori, 5 Aug 2004, M. Satô. 


Note. Satô et al. (2007) reported this species from 
two other host species, Myotis ikonnikovi and 
Myotis nattereri. This species is almost similar 
to Penicillidia dufourii (Westwood) except for the 
presence of a long horn at the top of the head and 
the distribution of the two species is said to be 
completely overlapping (Theodor, 1967). By these 
reasons, the independency of P. monoceros has 
often been doubted. However, P. dufourii has not 
been found in Japan. If this is confirmed by more 
surveys, it could be evidence that they are different 
species with different distribution ranges. 


Phthiridium hindlei (Scott, 1936)
Host unknown. HONSHU. 1 ♀ , Yamanoue, 
Ashimori, Okayama-ken, 14 Apr 1968, K. 
Maeda; 3♀, Issai-cho, Tatsuno, Hyougo-ken, 19 
Jun 1968, K. Maeda.


Note. In Japan, this is a parasite of Rhinolophus 
ferrumequinum.


Figures 3-4. Basilia truncata endoi (Bifuka, Hokkaido, 12 Jul 2007). 3. male; 4. female.


3 4
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Streblidae


Brachytarsina amboinensis Rondani, 1878
Miniopterus fuscus. IRIOMOTE IS. 18 ♂ 37 ♀ , 
Otomi, 13 Dec 1999, K. Maeda.


Rhinolophus perditus. IRIOMOTE IS. 4 ♂ 5 ♀ , 
Otomi, 13 Dec 1999, K. Maeda. 


Note. This is a common parasite of Miniopterus 
bats in the Oriental regions.


Brachytarsina kanoi Maa, 1967
Host unknown. HONSHU. 3 ♂ 3 ♀ , Yamanoue, 
Ashimori, Okayama-ken, 14 Apr 1968, K. 
Maeda; 4 ♂ 16 ♀ , Issai-cho, Tatsuno, Hyougo-
ken, 19 Jun 1968, K. Maeda.


Note. This is a common parasite of Rhinolophus 
ferrumequinum.


Brachytarsina suzukii Mogi, 1976
Rhinolophus perditus. IRIOMOTE IS. 3 ♂ 2 ♀ , 
Komi, 4 Feb 2002, K. Maeda. 


Note. This species is known only from Iriomote 
Island, the type locality.


Ascodipteron speiserianum Muir, 1912
Miniopterus fuscus. IRIOMOTE IS. 3♀, Otomi, 13 
Dec 1999, K. Maeda.


Note. This is a common parasite of Miniopterus 
bats in the Oriental regions.


DISCUSSION


The present material included about a half 
of species of Diptera Pupipara recorded from 
Japan (Mogi et al., 2002). Although no species 
were added to the Japanese fauna, many new 
island records are added.
No addit ion to the Japanese fauna was 
expected f rom the scope of host species 
inspected. As well as most preceding collections 


in Japan, host species inspected are biased to 
passerines for birds and cave-roosting species 
for bats (except for some species inspected 
in Hokkaido). If bigger birds or others not or 
rarely included in banding study and forest bats 
roosting in tree holes are inspected, species 
hitherto unrecorded from Japan could be found. 
Facilities that accommodate birds accidentally 
brought under care may be one of the places 
where additional species could be found. Maa 
and Kuo (1965) reported the results of a project 
undertaken to reveal ectoparasite faunas of 
Taiwan. In this project, various kinds of birds 
were collected by shooting and trapping. They 
reported that positive rates for hippoboscid flies 
were higher than or the same as Passeriformes 
(22%) in Caprimulgiformes (44%), Piciformes 
(39%), Galiformes (31%), Ciciniformes (25%), 
Strigiformes (22%), Falconiformes (22%) and 
Columbiformes (20%). Hippoboscidae from 
those birds other than passerines have never or 
rarely been reported from Japan. Records are 
especially few in Amami, Okinawa and Yaeyama 
Islands belonging to the Oriental region.
The present results also reinforce the necessity 
of survey in the continental Asia. There are 
many subspecies described from Japan with 
collection gaps in the continental Asia. For 
example, Ornithomya avicularia aobatonis, O. 
chloropus extensa, Basilia rybini japonica and B. 
truncate endoi have type subspecies in western 
Asia or Europe. Nycteribia allotopa mikado has 
the type subspecies in the Oriental region south 
to Taiwan. Examination of specimens from the 
continental Asia is essential to evaluate the 
validity of these subspecies.
These points had already been mentioned in 
Mogi et al. (2002). For further advancement in 
studies of Diptera Pupipara faunas of Japan, 
it is highly desirable to develop joint projects 
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involving entomologists, mammalogists and 
ornithologists of both Japan and neighboring 
countries.
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日本産鳥類および翼手目から得られた吸血性双翅目の
記録（双翅目：シラミバエ科、クモバエ科、コウモリ
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バエ科）
佐藤雅彦（利尻町立博物館）・茂木幹義（佐賀市）
和文要旨：日本産鳥類および翼手目29種から得られ


た，シラミバエ科，クモバエ科，コウモリバエ科に属す
る20種の吸血性双翅目を記録した．その中には利尻
島，九州，屋久島，徳之島からの新記録が含まれる．








利尻研究 (27): 49-59, March 2008


はじめに
札幌にある樹洞をヤマコウモリが年中利用するこ
とから，前田（2001）は日本における樹洞棲息性
のコウモリ類はすべて冬眠時に樹洞を利用すると推
測した．その理由として，生きている樹木にある
樹洞（以後，生木樹洞と呼ぶ）の冬の温度が枯れ
た樹木にある樹洞（以後，枯木樹洞と呼ぶ）より
も温度が下がらないという資料を示した（Maeda, 
1974；前田，2001）．しかし，これには一日の温
度変化や季節による詳細な変化は示されていない．
今回利尻島北部にある姫沼周辺の生木樹洞と枯木樹
洞の内部の温度を 2006 年１月から 12 月まで（枯
木樹洞は１月から 10 月まで）一日６回４時間おき
に測定し，詳細な資料を得た．本報告では両樹洞間
の内部温度の比較の他，それらと外気温との比較を
行い，コウモリの越冬洞としての観点から考察し


利尻島における樹洞内温度と外気温の比較
- 冬の樹洞がコウモリのねぐらとなる可能性 -


前田喜四雄１）・佐藤雅彦２）


1) 〒 630-8528　奈良市高畑町　奈良教育大学　自然環境教育センター
2) 〒 097-0311　北海道利尻郡利尻町仙法志字本町　利尻町立博物館


A Comparison between the Temperatures Inside and Outside of 
Two Tree Hollows in Rishiri Island, Northern Hokkaido
- The Possibility of Using Tree Hollows as Bat Roosts in Winter -


Kishio MAEDA1) and Masahiko SATÔ2)


1)Education center for Natural Environment, Nara University of Education, Takabatake-cho, Nara-shi, 630-8528 Japan
2)Rishiri Town Museum, Senhoshi, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0311 Japan


Abstaract. The temperatures in two tree hollows of a dead Sakhalin fir, Abies sachalinensis, and a liv-


ing Sakhalin fir were measured in Rishiri Island, Northern Hokkaido. The changes of temperatures in 


the tree hollow of the living tree were smaller than those in the dead tree and in the outside air, even in 


the winter. These results suggest that it is quite possible to use the tree hollows of living trees as a roost 


over the winter by bats inhabiting Japanese forests.


た．


調査場所と方法
利尻島北部（北海道宗谷郡利尻富士町鴛泊）の標
高 130 ｍにある原生的自然が残されている森林（図
１）内のトドマツAbies sachalinensis から，生木
樹洞（図２）と枯木樹洞（図３）を一つずつ選定し，
その内部に，温度が４時間おきに測定されるように
設定したOnSolution Pty Ltd. 製の温度ロガーＧタ
イプ（品番DS1920G-F50，測定可能温度範囲 -40
～ +85℃，表示最小単位 0.5℃，温度精度±１℃，
直径 1.7cm）を設置した．これらの樹洞のある樹
や樹洞の計測値は表 1にまとめられた．温度測定
開始年月日時刻は 2006 年１月２日 12 時に設定さ
れ，温度ロガーは生木樹洞内部のものが同年 12 月
４日午前８時，枯木樹洞のものが同年 10 月 11 日
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正午に回収された．
同時期の外気温の記録は，調査場所から約 5km
離れた利尻島北部本泊（標高 30 ｍ）にて計測され
た外気温を用いた（気象庁，2007）．気象庁（2007）
では，「日平均気温」，「日最高気温」および「日最
低気温」が示されており，温度ロガーに記録された
温度からも「日平均気温」，「日最高気温」および「日
最低気温」を算出し，両者の比較を行った．


結果
枯木樹洞内の温度は 2006 年１月２日正午から同


年 10 月 11 日正午までに合計 1,693 回の温度が記
録され，そのすべてを図４に示した．この間に記録
された最低温度は２月 17 日午後４時の -12.5 度，
最高温度は８月６日正午の 26 度であり，その差は
38.5 度あった．25 度以上の記録は最高温度を記録


した８月６日正午の１度のみであった．
生木樹洞内の温度は 2006 年１月２日正午から同
年 12月４日午前８時までに合計 2,016 回の温度が
測定され，そのすべてを図５に示した．この間に記
録された最低温度は１月および３月の -8.5 度，最
高温度は８月の 26.5 度であり，その差は 35.0 度
あった．25 度以上の記録は８月に集中し合計 17
回あった．
外気温（2006 年１月１日から同年 11月 30 日ま
で，図６）において記録された最低温度は２月７日
の「日最低気温」である -13.7 度，最高温度は８月
17日の「日最高気温」である 29.3 度であり，その
差は 43度だった（気象庁，2007）．


考察　
枯木樹洞


1km


Hime-numa


Motodomari


Rishiri Island


1


2


3
図１-３．調査地と調査樹木．１．調査地（矢印は温度計設置場所を示す）；２．調査が行われた生木樹洞；３．調査が行われた枯木樹洞．
Figures 1-3. Study area and photos of two tree hollows with temperature logging equipments. 1. Map of study area in Rishiri 
Island (The arrow shows the measurement point of temperatures in two tree hollows); 2. tree hollow of the living tree; 3. tree 
hollow of the dead tree.
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図４と図５を比較すると，枯木樹洞内の温度差は
夏を除いて生木樹洞よりも大きく，特に冬期間で
は顕著であった．例えば２月 17 日午後４時と４日
後の 21 日正午の温度差は生木樹洞では４度である
が，枯木樹洞では 15.5 度もあった．


生木樹洞
１月から４月初めにかけての温度変化が枯木樹洞
に比べて非常に小さかった．また一年をとおして


表１．樹洞及び樹洞があった樹の計測値．
Table 1. Measurements of trees and their tree hollows.


樹木 tree 樹洞 tree hollow ロガーの位置
position of logging equipment


 状態
condition


標高
altitude 
(m)


胸高直径
diameter at 
1.2m height 
(cm)


樹高
height (m)


樹洞入口entrance 
深さ
depth 
(cm)


ロガーまでの
高さ
height above 
ground (cm)


樹洞入口からロ
ガーまでの深さ
depth below 
entrance (cm)


入口までの高さ
height above 
ground (cm)


面積
area (cm2)


枯木
dead (Fig. 1) 130 51 8 100 10 ×15 25 75 25


生木
living (Fig. 2) 130 38 10 115 8 × 6 60 55 60


-10 度よりも下がることは一度もなく，測定値の最
低温度は -8.5 度で，これが５回測定（１月 22日，
１月 23 日，２月３日）されたにすぎない．一方， 
25 度以上の温度は８月６日から 21日までの 15 日
間に合計 17 回測定され，枯木樹洞内の温度よりも
生木樹洞内の温度が夏にはやや高くなる傾向がみら
れるようである．
なお，３月 17 日正午から４月 14 日正午まで 29
日間に 169 回にわたり -1 度の温度が連続して測定


表２．日平均気温の月または季節ごとの平均値，最高値，最低値．
Table 2. Mean, maximum and minimum per month and season of the average daily temperatures.


月・季節
Month and season


生木 living tree 枯木 dead tree 外気温 outside air
平均値
Mean


最高値
Max.


最低値
Min.


平均値
Mean


最高値
Max.


最低値
Min.


平均値
Mean


最高値
Max.


最低値
Min.


 １月 Jun -5.1 -2.7 -8.1 -5.5 -1.4 -10.3 -5.7 -0.4 -10.4


 ２月 Feb -4.7 -1.0 -8.0 -4.9 1.9 -9.8 -4.9 3.7 -9.8


 ３月 Mar -2.1 -1.0 -5.8 -3.1 1.3 -8.1 -1.0 3.3 -6.1


 ４月 Apr 0.0 4.5 -1.0 0.2 6.0 -3.6 2.2 7.9 -2.0


 ５月 May 10.2 16.1 1.3 10.4 17.9 0.7 10.1 16.7 2.5


 ６月 Jun 12.8 17.7 7.6 12.0 18.0 7.1 12.5 19.2 7.3


 ７月 Jul 19.3 22.0 15.6 18.1 22.0 14.5 18.9 23.3 14.5


 ８月 Aug 22.0 24.9 18.7 21.0 23.7 17.6 21.6 23.9 19.0


 ９月 Sep 16.6 20.3 13.0 15.9 20.2 12.5 17.3 20.9 13.3


 10 月 Oct 9.5 16.4 2.4 10.6 17.8 3.7


 11 月 Nov 2.7 12.1 -2.0 4.1 13.9 -3.8


冬（１～２月）
Winter (Jan. & Feb.) -4.9 -1.0 -8.1 -5.2 1.9 -10.3 -5.3 3.7 -10.4


夏（７～８月）
Summer (Jul. & Aug.) 20.7 24.9 15.6 19.6 23.7 14.5 20.2 23.9 14.5
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表３．日平均気温，日最高気温，日最低気温の最高値と最低値の月ごとの比較．
Table 3. Comparison between mean, maximum and minimum of the daily temperatures per month.


月 month
生木 living tree 枯木 dead tree 外気温 outside air


最高値
Max.


最低値
Min.


差
difference


最高値
Max.


最低値
Min.


差
difference


最高値
Max.


最低値
Min.


差
difference


１月
Jan


日平均気温
average daily temperatures -4.7 -5.6 0.9 -3.6 -7.5 3.9 -3.8 -8.1 4.3


日最高気温
maximum daily temperatures -2.5 -3.0 0.5 -0.5 -2.5 2.0 2.9 -2.7 5.6


日最低気温
minimum daily temperatures -7.5 -8.5 1.0 -8.5 -12.0 3.5 -8.8 -13.2 4.5


２月
Feb


日平均気温
average daily temperatures -4.2 -5.1 0.9 -2.3 -7.3 5.0 -2.4 -7.9 5.5


日最高気温
maximum daily temperatures -1.0 -1.0 0.0 3.0 1.0 2.0 5.3 2.9 2.4


日最低気温
minimum daily temperatures -7.5 -8.5 1.0 -7.5 -12.5 5.0 -7.4 -13.7 6.3


３月
Mar


日平均気温
average daily temperatures -1.8 -0.4 1.4 -1.6 -4.7 2.9 1.2 -3.6 4.8


日最高気温
maximum daily temperatures -1.0 -1.0 0.0 3.5 -1.0 4.5 5.9 1.4 4.5


日最低気温
minimum daily temperatures -5.0 -6.5 1.5 -7.5 -8.5 1.0 -4.5 -7.8 3.3


４月
Apr


日平均気温
average daily temperatures 0.5 -0.3 0.8 2.0 -1.2 3.2 4.5 -0.3 4.8


日最高気温
maximum daily temperatures 7.5 2.5 5.0 11.0 3.0 8.0 14.3 2.9 11.4


日最低気温
minimum daily temperatures -1.0 -1.0 0.0 -3.0 -4.5 1.5 -0.6 -3.9 3.3


５月
May


日平均気温
average daily temperatures 11.9 9.0 2.9 13.0 7.8 5.2 13.6 6.0 7.6


日最高気温
maximum daily temperatures 17.5 15.5 2.0 20.0 16.0 4.0 21.3 13.7 7.6


日最低気温
minimum daily temperatures 2.5 0.5 2.0 2.5 -0.5 3.0 3.2 -1.7 4.9


６月
Jun


日平均気温
average daily temperatures 14.2 11.8 2.4 13.5 10.3 3.2 16.0 9.0 7.0


日最高気温
maximum daily temperatures 18.5 17.0 1.5 19.0 17.0 2.0 23.4 15.9 7.5


日最低気温
minimum daily temperatures 8.5 7.0 1.5 7.5 5.5 2.0 10.2 2.3 7.9


７月
Jul


日平均気温
average daily temperatures 20.8 18.1 2.7 19.5 16.6 2.9 22.5 15.2 7.3


日最高気温
maximum daily temperatures 24.0 21.5 2.5 23.5 20.5 3.0 26.4 21.1 5.3


日最低気温
minimum daily temperatures 17.0 14.5 2.5 16.0 12.5 3.5 19.0 9.1 9.9


８月
Aug


日平均気温
average daily temperatures 23.5 20.8 2.7 22.4 19.6 2.8 24.7 18.6 6.1


日最高気温
maximum daily temperatures 26.5 23.5 3.0 26.0 22.5 3.5 29.3 21.3 8.0


日最低気温
minimum daily temperatures 19.5 17.0 2.5 18.0 17.0 1.0 20.8 15.4 5.4


９月
Sep


日平均気温
average daily temperatures 17.9 15.5 2.4 17.9 13.9 4.0 20.9 13.2 7.7


日最高気温
maximum daily temperatures 21.5 20.0 1.5 22.0 18.5 3.5 24.5 18.0 6.5


日最低気温
minimum daily temperatures 14.0 11.0 3.0 13.5 8.5 5.0 16.6 2.3 14.3


10 月
Oct


日平均気温
average daily temperatures 11.0 8.2 2.8 14.1 6.3 7.8


日最高気温
maximum daily temperatures 18.0 15.5 2.5 21.6 16.5 5.1


日最低気温
minimum daily temperatures 3.5 1.5 2.0 6.8 -1.5 8.3


11 月
Nov


日平均気温
average daily temperatures 3.8 2.0 1.8 6.9 0.8 6.1


日最高気温
maximum daily temperatures 12.5 11.5 1.0 16.7 9.2 7.5


日最低気温
minimum daily temperatures -2.0 -2.0 0.0 -2.7 -4.7 2.0
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された．これについては，何らかの理由により雪が
樹洞内の温度計に張りつき，しばらく溶けなかった
ことが考えられるが，本当の理由は不明である．


外気温と樹洞内温度との比較
生木樹洞，枯木樹洞および外気温の「日平均気温」
を図７に示した．またこれら「日平均気温」の月毎
の平均値，最高値および最低値を表２に示した．な
お，この表の中で１，２月を冬季とし，７，８月を夏
季として同様なまとめをした．
外気温と枯木樹洞内の温度を比較すると（図４，６
および後述する表３を参照），「日最低気温」が外
気温では -13.7 度，枯木樹洞内では -12.5 度と両者
であまり差がなかった．しかし，「日最高気温」は
枯木樹洞内の温度よりも外気温の方がやや高くなる
傾向が認められ，外気温が 25 度以上となったのは
17 日あり，外気温の「日最高気温」は８月 17 日
の 29.3 度であった．ちなみに外気温における「日
最高気温」と「日最低気温」との差は 43.0 度と枯
木樹洞内部における差の 38.5 度よりも 4.5 度も大
きかった．
表２によると，「日平均気温の月毎の最低値」は
枯木樹洞内と外気温では１～２月の冬季に -10 度
くらいまで下がるが，生木樹洞内部では -8.0 度く
らいまでしか下らない．個々のデータをみると，-7
度より下がった回数は枯木樹洞が 140 回であった
のに比べて生木樹洞は 33 回と顕著に少なかった．
また，１～３月の「日平均気温の月毎の平均値」と
「日平均気温の月毎の最低値」については生木樹洞
内の値は枯木樹洞内や外気温のそれらに比べて高い
値を示す（表２）．一方，「日平均気温の月毎の最高
値」は，枯木樹洞内や外気温のそれに比べて低い．
すなわち，生木樹洞内では冬季に温度変化が少ない
といえる．なお，夏季（７～８月）における「日平
均気温の月毎の平均値」，「日平均気温の月毎の最高
値」，「日平均気温の月毎の最低値」については枯木
樹洞や外気のそれらに比べて生木樹洞における値が
いずれも高い．
図８に生木樹洞内と枯木樹洞内，外気の「日最高
気温」および「日最低気温」を示した．表３には「日


平均気温」，「日最高気温」，「日最低気温」の月ごと
の最高値および最低値を示すとともに，両者の差を
示した．
これらによると，「日平均気温」，「日最高気温」
と「日最低気温」の月ごとの差がもっとも大きいの
は外気温，ついで枯木樹洞内温度であり，その差が
もっとも小さいのは生木樹洞内温度であった．ただ
し，３月の「日最低気温」のみ例外となり，生木樹
洞の最高値と最低値の差が 0.5 度とほんのわずか大
きくなった．
以上のことから，生木樹洞内部の温度変化は枯木
樹洞内部の温度や外気温に比べて安定していること
が明らかとなった．


まとめ
生木樹洞内の温度は，枯木樹洞内や外気温より


も，日変化，月変化，夏季および冬季間の変化など
において，より安定していることがわかった（図４
～８，表２，３）．
枯木樹洞内の温度は，外気温と似通った変化をす
るが，外気温に比べて最高温度がやや高くなる傾向
がみられた（図４，５）．
測定期間中の生木樹洞内での「日最低気温」の最
低値は -8.5 度だが，枯木のそれは -12.5 度，外気
温のそれは -13.7 度と，生木樹洞内の方が温度の下
がり方が小さかった（図４～６）．
25 度以上の温度は生木樹洞において期間中 17
回が記録されたが，枯木では１回のみであった（図
４～６）．
「日平均気温の月毎の最低値」を比較すると，冬
季（１～ 2月）には生木樹洞内では -8.1 度までし
か下がらないのに対し，枯木樹洞内や外気温の「日
平均気温の月毎の最低値」は -10 度まで下がってい
る（図７，表２）．
また，夏季（7～ 8月）には，生木樹洞内の「日
平均気温の月毎の平均値」，「日平均気温の月毎の最
高値」，「日平均気温の月毎の最低値」が枯木樹洞内
や外気温のそれらに比べて高かった（図７，表２）．
「日平均気温」，「日最高気温」および「日最低気温」
の月毎の最高値と最低値の差をみると，生木樹洞内
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部でその値はもっとも小さく，枯木樹洞内，および
外気温においては，差が大きかった（図８．表３）．
以上のように，生木樹洞内の温度は安定してお
り，冬季においては枯木樹洞内や外気温ほど温度が
下がらないことがわかった．今回の結果は札幌市内
でのMaeda（1974）の示唆とほぼ同様であり，前
田（2001）で述べられた『樹洞棲息性のコウモリ
類は，日本ではすべて樹洞で越冬する』という推測
を裏付けるものである．


引用文献
気象庁　（2007）　" 過去の気象データ検索 "．
（ オ ンライン），入手先 <http://www.data.
jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php>，（ 参 照
2007-03-31）．


Maeda, K. 1974. Eco-éthologie de la Grande 
Noctule, Nyctalus lasiopterus, à Sapporo, 
Japon. Mammalia, 38（3）: 461-487.


前田喜四雄，2001．日本コウモリ研究誌，翼手類
の自然史．東京大学出版会，東京，pp.203．
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シ マゴマ Luscinia sibilans （Swinhoe, 1863）
は，アルタイ地方，アムール川流域といったシベリ
ア中部から南東部とウスリー地方，サハリンで繁殖
し，冬期は中国南部のハイナン島付近といったアジ
ア南東部に渡るが，日本においては稀な渡り鳥であ
り，主に日本海側の地域で記録されているだけであ
る（日本鳥類目録編集委員会，2000）．また，記録
は主に春の記録が多い（真木・大西，2000）．これ
まで，利尻島でも春の渡り期にさえずりが聴かれ，
飛来は確認されていたが，目視による記録がなかっ
た種である．筆者は 1993 年から利尻町森林公園内
で継続して行っている鳥類標識調査中にシマゴマ１
羽を捕獲し（Figs. 1-2），標識を付した後放鳥した
ので報告する．なお，利尻島における標識調査で本
種を標識放鳥したのは初めてである．
シマゴマを捕獲したのは 2007 年 5 月 10 日午


前 6時である．当日は，午前 4時半から調査を開
始し，5 時半までにコマドリ Erithacus akahige 
(Temminck, 1835) 3 羽を捕獲し，午前 6時の点検
で，シマゴマ 1羽を捕獲した．その後，調査終了
の 6時半までに更にコマドリ 4羽と同属であるノ
ゴマ Luscinia calliope (Pallas, 1776) 2 羽も捕獲し
た．なお，シマゴマは雌雄同色であるとともに，


利尻島におけるシマゴマ Luscinia sibilans の標識記録


小杉和樹


〒097-0401　北海道利尻郡利尻町沓形字富士見町


A Banding Record of Rufous-tailed Robin, Luscinia sibilans, 
from Rishiri Island, Northern Hokkaido


Kazuki KOSUGI


Fujimi-cho, Kutsugata, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0401 Japan


Abstract. One Rufous-tailed Robin was captured on 10 May 2007. The bird was banded and released from 


Rishiri-cho forest Park in Rishiri Island, Northern Hokkaido.


1


2
Figures 1-2. Luscinia sibilans (10 May 2007. Rishiri-cho 
Forest Park.)
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第 1回夏羽と成鳥夏羽に大きな差異がないため（山
階，1941），今回捕獲したシマゴマは性別年齢の特
定ができなかった．
北海道における，これまでのシマゴマの記録は，
焼尻島（藤巻，2000）から数件報告され，標識調
査では松前町白神岬での 2006 年 5 月 6 日と 5 月
13日にそれぞれ各 1羽の放鳥記録（北海道バンダー
連絡会，2006）があるが，多くはない．本種は，
前述したように姿を見ることが難しいことから，さ
えずりで確認されることが多く，そのさえずりもコ
マドリに似ていることから確認が少ないものと思わ
れる．しかし，利尻島が繁殖地であるサハリンへの
中継地点とも考えられ，相当数の個体が飛来してい
ることが推測されるため，今後は調査期間や地点を
検討して，記録の収集に努めたい．


参考文献
藤巻裕蔵，2000．北海道鳥類目録改訂 2版．帯広
畜産大学野生動物管理学研究室，83 pp. 


北海道バンダー連絡会，2006．北海道バンダー連
絡会会報．通算 75号．


日本鳥類目録編集委員会，2000．日本鳥類目録．
改訂第 6版．日本鳥学会，京都．345 pp.


真木広造・大西敏一，2000．日本の野鳥 590．平
凡社．654 pp.


高野伸二，1982．フィールドガイド日本の野鳥．
日本野鳥の会．326 pp.


山階芳麿，1941．日本の鳥類と其生態第 2巻．岩
波書店．東京．1080 pp.








利尻研究 (27): 63-72, March 2008


はじめに
利尻島は北海道北西部にある標高 1721m，周囲
約 60km の円錐形の単体火山島である．利尻島の
タイ類フロラは，Hattori（1957）によってまとめ
られ，学術的に非常に重要な種の生育が報告され
ている．それ以降も，複数の学者によって新産種
が断片的に報告されているが（Amakawa, 1959， 
1960; Hasegawa, 1984; 長 谷 川，1985; Inoue, 
1958; Kamimura, 1961; Kitagawa, 1966; 水谷，
1972; 大石，2006; Yamada, 1979），これらをま
とめた報告はない．本研究は，これまでに利尻島で
確認されたタイ類とツノゴケ類の情報を基に，利尻
島全域における生育地の保全と保護対策を講ずるた
めの情報の整理が目的である．
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Abstract. A checklist of Liverwort and Hornwort from Rishiri Island was edited on the basis of literature 


and the result of floristic surveys undertaken in 2004 and 2007. Consequently, a total of 92 species 


of Liverwort and 3 species of Hornwort were listed. Among them 4 species of Nardia geoscyphus, 


Jungermannia hokkaidensis, Sauteria alpina and Peltolepis quadrata are endemic to Rhishiri Island. 


 
Key word: Liverwort, Hornwort, Rhishiri Island, Checklist


調査・解析方法
筆者の一人である大石は，2004 年と 2007 年に，
利尻島で蘚苔類の調査を行なった．
2004 年の調査は，利尻山（沓形コース）・大ポ
ン山・小ポン山・大空沢・ヤムナイ沢・南浜湿原・
姫沼周辺・オタドマリ沼・金崎海岸・沓形海岸等の
各地点で９月 23 日から 10 月２日にかけて行われ
た．2007 年の調査は 10 月２日から９日まで，利
尻山（沓形コース・鴛泊コース）を中心に行われた．
これら２回にわたる現地調査の結果，および既存
の報告に基づいて，利尻島におけるタイ類・ツノゴ
ケ類の目録を作成した．さらに，利尻島産の資料に
基づいて過去に記載された新種もまとめた．
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結果


利尻産タイ類・ツノゴケ類目録


（註）
１．目録は科名を省略し，属名をABC順に配列した．
２．学名並びに和名はYamada & Iwatsuki （2006）
に準じた．


３．=で表記した学名は，現在異名となった種である．
４．各種の記載については，学名の次に和名を並列
した．次いで産地を挙げ（）内に引用文献，種
によっては大石（註：５）の採集記録を記した．


５．2004 年と 2007 年の調査で採集した種は，（大
石，2004）， （大石，2007）と表記した．


６．※印は 2004 年，2007 年の調査によって新た
に確認した種である．


タイ類


Anastrophyllum minutum (Schreb. ex Crantz) R. 
M. Schust. 
ヒメイチョウゴケ
= Sphenolobus minutus (Schreb. ex Crantz) 
Berg.


利尻島（Hattori, 1957），利尻山（Kitagawa， 
1966 as S. minutus）． 


※ Aneura maxima (Schiffn.) Steph.
ミズゼニゴケモドキ 
利尻島（大石，2004）．


Anthelia juratzkana (Limpr.) Trevis.
カサナリゴケ
利尻島（Hattori, 1957; 水谷，1967; 大石，2004，
2007）．


Apometzgeria pubescens (Schrank) Kuwah.
ケフタマタゴケ
= Metzgeria pubescens (Schrank) Raddi
利尻島（Hattori, 1957 as M. pubescens）．


Barbilophozia attenuata (Mart.) Loeske 
ホソイチョウゴケ
= Barbilophozia gracilis (Schleich.) Müll. Frib.
= Lophozia attenuata (Mart.) Dumort. 
利尻島（Hattori, 1957 as L. attenuata; Kitagawa, 
1965 as B. gracilis; 大石，2004， 2007）．


Barbilophozia barbata (Schreb.) Loeske 
テガタモミジゴケ
= Lophozia barbata (Schmid.) Dumort.
利尻島（Hattori, 1957 as L. barbata）．


Bazzania denudata (Torrey) Trevis.
タマゴバムチゴケ
= Bazzania denudata (Torrey) Trevis. subsp. 
ovifolia (Steph.) S. Hatt. 


利尻島（Hattori, 1957 as B. denudata ssp． ovifolia; 
大石，2004）．


※ Bazzania trilobata (L.) Gray 
エゾムチゴケ
利尻島（大石，2004）．


Bleparostoma minus Horik． 
チャボマツバウロコゴケ
利尻島（大石，2004; 水谷，2007）．


Blepharostoma trichophyllum (L.) Dumort. 
マツバウロコゴケ
利尻島（Hattori, 1957; 大石，2004）．


※ Calycularia crispula Mitt.
ミヤマミズゼニゴケ
利尻島（大石，2004）．


Calypogeia azurea Stotler et Crotz 
ホラゴケモドキ
= Calypogeia trichomanis (L.) Corda
利尻島（Hattori, 1957 as Calypogeia trichomanis; 
大石，2004）．
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Calypogeia angusta Steph. 
ツキギヌゴケ
= Calypogeia tosana (Steph.) Steph. var. 
septentrionalis S. Hatt. 


利 尻 島（Hattori， 1957 as Calypogeia tosana 
var. septentrionalis; 大石，2004）．


Calypogeia integristipula Steph.
ミヤマホラゴケモドキ
= Calypogeia neesiana (C. Massal. et Carestia) 
Müll. Frib. var. japonica S. Hatt. 


利尻島（Hattori, 1957 as C. neesiana var. japonica; 
大石，2004）．


※ Calypogeia neesiana (C. Massal. et Carestia) 
Müll. Frib. subsp. subalpina (Inoue) Inoue 
タカネツキギヌゴケ
利尻島（大石，2004）．


※ Calypogeia tosana (Steph.) Steph. 
トサホラゴケモドキ
利尻島（大石，2004，2007）．


Cephalozia leucantha Spruce
タカネヤバネゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Cephalozia otaruensis Steph.
オタルヤバネゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


※ Cephaloziellaa divaricata (Sm.) Schiffn.
オソレヤマヤバネゴケ
利尻島（大石，2004）．


Chiloscyphus polyanthus (L.) Corda 
フジウロコゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2007）．


Cryptocoleopsis imbricata Amakawa


エゾヒメソロイゴケ
利尻島（Hattori， 1957; Amakawa， 1959; Inoue， 
1983）． 


Conocephalum conicum (L.) Dumort.
ジャゴケ（Fig. 1）
利尻島（Hasttori， 1957; 大石，2004，2007），
利尻山（Horikawa， 1955）．


Conocephalum japonicum (Thunb.) Grolle
ヒメジャゴケ
= Conocephalum supradecompositum (Lindeb.) 
Steph.


利尻島（Hattori, 1957 as C. supradecompositum; 
大石，2007）．


Diplophyllum albicans (L.) Dumort.
シロコオイゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


※Diplophyllum andrewsii A. Evans 
マルバコオイゴケモドキ
利尻島（大石，2004）．


Diplophyllum taxifolium (Wahlenb.) Dumort. 
ホソバコオイゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004，2007）．


Frullania muscicola Steph.
カラヤスデゴケ
= Frullania truncatifolia Steph.
利尻島（Hattori， 1957 as F. truncatifolia; Kamimura， 
1961）．


Frullania oakesiana Austin subsp. takayuensis 
(Steph.) R. M. Schust. 
タカユヤスデゴケ
= Frullania takayuensis Steph. 
利尻島（Kamimura， 1961 as F. takayuensis; 大
石，2004，2007）．
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Gymnomitrion concinnatum (Lightf.) Corda
ヒメサキジロゴケ
利尻島（Hattori, 1957; Kitagawa, 1963）．


Gymnomitrion corallioides Nees
サンゴサキジロゴケ（Fig. 2）
利尻島（Hattori， 1957; Kitagawa， 1963; 大石，
2004, 2007）．


Heteroscyphus coalitus (Hook.) Schiffn. 
オオウロコゴケ
= Chiloscyphus bescherellei Steph.
利尻島（水谷，1972 as C. bescherellei）．


Hygrobiella laxifolia (Hook.) Spruce 
エゾヒメヤバネゴケ
Porofunbetsu & Oniwaki 鬼脇（Hattori, 1957），
利尻島（水谷，1972）．


Jamesoniella autumnalis (DC.) Steph.
アキウロコゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Jungermannia cephalozioides Amakawa
ヤハズツボミゴケ
= Plectocolea biloba S. Hatt. ex Amakawa
利尻島（Hattori， 1957 as Plectocolea biloba， 
Aamakawa， 1960）．


Jungermannia exsertifolia Steph.
ヒロハツボミゴケ
= Solenostoma exsertifolium (Steph.) Amakawa
利尻島（Hattori， 1957 as S. exsertifolium）．


Jungermannia fusiformis (Steph.) Steph.
ツムウロコゴケ
= Jungermannia koreana (Steph．) Amakawa
利尻島（Amakawa， 1960 as J. koreana）．


Jungermannia hokkaidensis Váňa


リシリツボミゴケ
= Jungermannia subelliptica (Lindenb.) Amakawa 
var. nana Amakawa


利尻島（Amakawa， 1960 as J. subelliptica var. 
nana; 岩月，2001）．


Jungermannia infusca (Mitt.) Steph. var. ovalifolia 
(Amakawa) Amakawa 
オオツボミゴケ
利尻島（Amakawa， 1960）． 


Jungermannia pumila With.
チャボツボミゴケ
= Solenostoma pumilum (With.) Steph.
利尻島（Hattori， 1957 as S. pumilum; Amakawa， 
1960）．


Jungermannia pyriflora Steph.
ナシガタソロイゴケ
= Solenostoma pyriflorum Steph.
利尻島（Hattori， 1957 as S. pyriflorum; 大石，
2004，2007）．


Jungermannia pyriflora Steph. var. minutissima 
Amakawa
コナシガタソロイゴケ
= Jungermannia rishiriensis (Amakawa) Amakawa
利尻島（Amakawa， 1960 as J. rishiriensis）． 


※ Jungermannia sublata A. Evans 
ツツソロイゴケ
利尻島（大石，2007）．


※ Jungermannia torticalyx Steph.
マイマイツボミゴケ
利尻島（大石，2007）．


Jungermannia virgata (Mitt.) Steph.
キブリツボミゴケ
= Plectocolea virgata Mitt.
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Porofunbetsu（Hattori， 1975 as P. virgata）．


Lejeunea compacta (Steph.) Steph.
コミミゴケ
利尻島（水谷，1972）．


Lejeunea japonica Mitt.
ヤマトクサリゴケ
利尻島（Hattori， 1957）．


※ Lepidozia vitrea Steph. 
スギバゴケ
利尻島（大石，2004）．


Lepidozia reptans (L.) Dumort. 
ハイスギバゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2007）．


Lophocolea heterophylla (Schrad.) Dumort.
トサカゴケ
利尻島（Hattori， 1957）．


Lophocolea minor Nees
ヒメトサカゴケ
= Chiloscyphus minor (Nees) J. J. Engel et R. 
M. Schust.


利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004 as Chiloscyphus 
minor）．


Lophozia sudetica (Nees ex Huebener) Grolle
マスハイチョウゴケ
= Lophozia alpestris (Schleich.) A. Evans
利尻島（Kitagawa， 1965 as L. alpestris; 大石，
2004）．


※ Lophozia wenzelii (Nees) Steph.


Figures 1-4. Liverworts in Rishiri Island. 1. Conocephalum conicum; 2. Gymnomitrion corallioides; 3. Peltolepis quadrata; 4. 
Scaoania paludicola.


1 2


3 4
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タイワンイチョウゴケ
利尻島（大石，2004）．


Marchantia polymorpha L.
ゼニゴケ 
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2007）．


※Marsupella alata S. Hatt. et N. Kitag. 
ヒレミゾゴケ
利尻島（大石，2004，2007）．


Marsupella commutata (Limpr.) Bernet
コアミメミゾゴケ
= Marsupella parvitexta Steph.
利尻山（Kitagawa， 1963; 大石，2004），利尻島
（Hattori， 1957 as M. parvitexta）．


※Marsupella disticha Steph.
チャボミゾゴケ
利尻島（大石，2004）．


Marsupella emarginata (Ehrh.) Dumort. subsp. 
tubulosa (Steph.) N. Kitag. 
タカネミゾゴケ
= Marsupella tubulosa Steph.
利尻島（Hattori， 1957 as M. tubulosa; 大石，
2004，2007）．


※Marsupella revoluta (Nees) Dumort.
アカタカネゴケ
利尻島（大石，2004）．


※ Marsupella sphacelata (Gieseke ex Lindenb.) 
Dumort．
ムラサキミゾゴケ
利尻島（大石，2007）．


Metacalypogeia cordifolia (Steph.) Inoue 
ヒロハホラゴケモドキ
= Calypogeia sendaica Steph.


利尻島（Hattori， 1957 as C. sendaica）．


Metzgeria lindbergii Schiffn.
ヤマトフタマタゴケ
= Metzgeria conjugata Lindb. var. japonica S. 
Hatt.


利尻島（Hattori， 1957 as M. conjugata var. japonica; 
大石，2004）．


Mylia verrucosa Lindb.
イボカタウロコゴケ
鴛泊（Hattori， 1957）．


Nardia assamica (Mitt.) Amakawa
アカウロコゴケ
= Nardia grandistipula Steph.
利尻島（Hattori， 1957 as N. grandistipula; 大
石，2004，2007）．


Nardia geoscyphus (De Not.) Lindb.
ヒメホウキゴケモドキ
= Nardia geoscyphoides Amakawa
利尻島（Hattori， 1957 & Amakawa， 1959 as N. 
geoscyphoides; 岩月，2001; 大石，2004）． 


Nardia japonica Steph.
ヤマトホウキゴケ
利尻島（Amakawa， 1959）．


Nardia scalaris (Schrad.) Gray subsp. harae 
(Amakawa) Amakawa
ハラウロコゴケ
利尻島（Hattori， 1957 as Nardia scalaris; Amakawa， 
1959; 大石，2004）．


Nardia subclavata (Steph.) Amakawa
オリーブツボミゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Nardia unispiralis Amakawa
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ヒトスジウロコゴケ
利尻島（Hattori， 1957; Amakawa， 1959; 大石，
2004，2007）．


Nipponolejeunea subalpina (Horik.) S. Hatt.
ケシゲリゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Pellia endiviifolia (Dicks.) Dumort.
ホソバミズゼニゴケ
= Pellia fabbroniana Raddi
利尻島（Hattori， 1957 as P. fabbroniana）．


Pellia neesiana (Gottsche) Limpr.
エゾミズゼニゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Peltolepis quadrata (Saut.) Müll. Frib. 
リシリゼニゴケ（Fig. 3）
利尻島（Hattori & Shimizu， 1955; Hattori， 1957; 
岩月，2001; 大石，2007）．


Plagiochila porelloides (Torrey ex Nees) Lindenb.
ヒメハネゴケ
= Plagiochila satoi S. Hatt.
利尻島（Inoue， 1958 as P. satoi; 大石，2004）．


Preissia quadrata (Scop.) Nees
アカゼニゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 水谷，1972; 大石，2004）．


Porella fauriei (Steph.) S. Hatt. 
ケクラマゴケモドキ
利尻島（Hattori 1957; 大石，2004，2007）．


Ptilidium pulcherrimum (Weber) Vainio 
テガタゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004，2007）．


Radula complanata (L.) Dumort.


ヒラケビラゴケ
利尻島（Hattori， 1957; Yamada， 1979）．


Radula constricta Steph.
クビレケビラゴケ
利尻島（Hattori， 1957）．


Radula fauriana Steph.
ナガケビラゴケ
利尻島（Hattori， 1957; Yamada， 1979）．


Radula japonica Gottsche ex Steph.
ヤマトケビラゴケ
利尻島（Hattori， 1957）．


Radula obtusiloba Steph.
エゾノケビラゴケ
利尻島（Yamada， 1979; 大石，2004，2007）．


Reboulia hemisphaerica (L.) Raddi subsp. orientalis 
R. M. Schust.
ジンガサゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


※Riccardia multifida (L.) Gray. subsp. decrescens 
(Steph.) Furuki
クシノハスジゴケ
利尻島（大石，2004）．


Sauteria alpina (Nees) Nees
ジンチョウゴケ
利尻島（Hattori & Shimizu， 1955; Hattori 1957; 
岩月，2001; 大石，2004）．


Scapania curta (Mart.) Dumort.
オゼヒシャクゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


※ Scapania integerrima Steph.
カミムラヒシャクゴケ
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利尻島（大石，2004）．


※ Scapania paludicola Loeske et Müll. Frib.
ヌマヒシャクゴケ（Fig. 4）
利尻島（大石，2007）．


Scapania parvitexta Steph.
コアミメヒシャクゴケ
= Scapania parvidens Steph.
= Scapania parvitexta Steph. var. minor S. 
Hatt. 


利尻島（Hattori， 1957 as S. parvitexta var. minor; 
大石，2004 as S. parvidens）．


Scapania plicata (Lindb.) Potemkin 
コオイゴケ
= Diplophyllum plicatum Lindb.
= Macrodiplophyllum plicatum (Lindb.) Perss.
利尻島（Hattori， 1957 as M. plicatum; 大石，
2004 as D. plicatum），利尻山（Horikawa， 
1955 as M. plicatum）． 


Scapania undulata (L.) Dumort.
ムラサキヒシャクゴケ
利尻島（Hattori， 1957; 大石，2004）．


Tritomaria exsecta (Schmid. ex Schrad.) Schiffn. 
ex Loeske
イチョウゴケ
利尻山（Kitagawa， 1966），利尻島（Hattori， 
1957）．


Tritomaria quinquedentata (Huds.) H. Buch
エゾイチョウゴケ
利尻山（Kitagawa， 1966; 大石，2004），利尻島
（Hattori， 1957）．


ツノゴケ類


Anthoceros fusiformis Austin 


タカネツノゴケ
ヤムナイ沢（Hasegawa， 1984）．


Anthoceros punctatus L.
ナガサキツノゴケ
Porofunbetsu（Hattori ， 1957）．


Phaeoceros gemmifer (Horik.) J. Haseg. 
イボイボツノゴケ
 鴛泊（長谷川，1985）． 


疑問種


１．Calypogeia muelleriana Schiffn.
Hattori（1957）と井上（1966）は，この種
を利尻島から記録したが，多分，この種に近似
の Calypogeia neesiana の同定間違いではな
いかと思われる．


２．Asterella ludwigii (Schwäger) Underw.
利尻島から記録された Asterella ludwigii
は，疑問な点があるのでここでは除いた． 


利尻島産の資料に基づいて記載された新種


１．Calypogeia tosana (Steph.) Steph. var. 
septentrionalis S. Hatt.
J. Hattori Bot. Lab. 18: 83 (1957). Hokkaido 
Mt. Rishiri, Rishiri Is., on soil covered 
andesite. Aug 11, 1954. M. Hukuhara 
358-Holotype (NICH). 


２．Cryptocoleopsis imbricata Amakawa
J. Hattori Bot. Lab. 21: 274 (1959). Hokkaido. 
Rishiri Is., on shaded, moist andesite rocks or 
in crevices, 1400-2100m, July 22, 1954. D. 
Shimizu 53467-Holotype (NICH). 


3． Solenostoma rishiriensis Amakawa
J. Jap. Bot. 31: 48 (1956). Hokkaido. 
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Rishiri Is., on andesite rocks at an elevation 
of 1600m, July 22， 1954. D. Shimizu 
53527-Holotype (NICH).
= Jungermannia rishiriensis (Amakawa) 
Amakawa


４．Nardia geoscyphoides Amakawa
J. Jap. Bot. 32: 167 (1957). Hokkaido. 
Rishiri Is., 1600m, July 1954, D. Shimizu 
53480-Holotype (NICH), paratype (NICH 
53500, 53512).


５．Nardia unispiralis Amakawa
J. Jap. Bot. 32: 167 (1957). Hokkaido.
Rishiri Is., on andesite, 1300m, D. Shimizu 
53583-Holotype (NICH).


考察
2004 年，2007 年度の調査によって利尻島のタ
イ類フロラに新たに 18 種のタイ類が加わり，そ
の結果，利尻島において合計 92 種のタイ類と，3
種のツノゴケ類を確認した．本島で確認されたタ
イ類・ツノゴケ類のうち，Nardia geoscyphus，
Jungermannia hokkaidensis，Sauteria alpina，
Peltolepis quadrata は，日本では利尻島以外の地
域では確認されていない（岩月，2001）．また，
Cryptocoleopsis imbricata，Nardia unispiralis，
Scapania paludicola の生育地は，利尻島の他に
数箇所から知られているだけである（Amakawa, 
1953, 1959, 1960; 岩月，2001）．特に，Sauteria 
alpina，Peltolepis quadrat は，その生育分布から
（Hattori & Shimizu, 1955）レリック種として考
えられ，生物地理学上貴重な種である． 利尻山山
頂一帯（1500m以上）では，Arctic-alpine 要素で
ある Sauteria alpina，Peltolepis quadrat をはじ
めとして，Anthelia juratzkana などを確認した．
しかし，今回の調査で確認した Sauteria alpina，
Peltolepis quadrata の生育量は極めて少なく，さ
らに生育地の一部で破壊・崩壊が進んでいることか
ら，貴重な蘚苔類の保存のためにも，早急に生育地


の確認並びに保護対策が望まれる．
また，2007 年の調査では，これまでに報告され
ていないAsterella 属の１種，および Cololejeunea
属の 1 種が確認された（この２種については，改
めて報告する）．利尻島には，まだ未踏査の地域も
あることを考慮すれば，更なる調査によって稀少種
を含むタイ類・ツノゴケ類の新産種が記録される可
能性が残されている．
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北海道では冬鳥として普通に観察されるアビ
Gavia stellata は（日本鳥類目録編集委員会，
2000），利礼航路上においてオオハムG. arctica と
ともに記録されてきた（杉村，2004; 2005）．そ
の一方，利尻島沿岸部においては近年オオハム，
ハシジロアビG. adamsii は確認されているものの
（小杉，2000; 小杉ほか，2005），アビの観察記録
はこれまで非常に稀で，最近の観察例はなかった
（Brazil, 1991）．筆者は 2006 年と 2007 年に本種
を利尻島南部の海岸において確認することができた
ので，ここに報告する．


最初の観察は 2006 年 11 月 24 日に，利尻富士
町二石地区の沖合 50～ 100mにて 1羽を確認する
ことができた（図 1）．波の高さ 5mを超える時化


利尻島沿岸部におけるアビGavia stellata の観察記録


田牧和広


〒097-0211 北海道利尻郡利尻富士町鬼脇字清川


Observational Records of Red-throated Diver, Gavia stellata, from Coastal Shores 
of Rishiri Island, Northern Hokkaido


Kazuhiro TAMAKI


Kiyokawa, Oniwaki, Rishiri Is., Hokkaido, 097-0211 Japan


の中，ウミアイサ，シノリガモ，ウミウ，カモメ
類等と群れながら，頻繁に潜水行動を繰り返してい
た．大きさはオオハムより少し小さく，首はほっそ
りと長めに見えた．反り返った嘴，背上面に白い小
班が見られ，額，頭頂，後頸までが灰褐色で，頬，
喉，胸，腹部下面が白く，成鳥冬羽と思われた（真
木・大西，2000）．


次は 2007 年 10 月 24 日から 26 日にかけて，利
尻富士町二石地区海岸および沖合 10～ 100mの距
離に 1羽を観察した（図 2）．海岸の岩陰より観察
を行ったところ，波打ち際付近ではユリカモメ，ウ
ミアイサ，ウミウ，ヒメウと混じり，潜水行動を繰
り返していた．その後，筆者の姿に気付き沖合へと
飛翔したが，約 15 分後には再び泳いで波打ち際ま


Figures 1-2. Gavia stellata. 1. Nov. 24, 2006; 2. Oct. 24-26, 2007.


1 2
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でもどった．本個体も反り返った嘴などの特徴から
アビと判断されたが，成鳥冬羽とは異なり，頬や
喉が白くなく灰色を帯びており，幼鳥と思われた
（Harrison, 1983; Jonsson, 1993; 真木・大西，
2000; Sibley, 2000; Svensson, 2000）．
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１．運営
Ａ．組織
　館長  寺山　明（教育長兼務）１


  保野洋一（教育長兼務）２


　学芸課長 西谷榮治
　学芸係長 佐藤雅彦
　主事  尾上幾美３


　臨時事務 浜岸真由美 4


　臨時事務 保野亜由美 5


＊１４～６/20，２7/11～，３4 ～ 7月，４７～８月，
　５９月～


Ｂ．利尻町博物館協議会委員
（任期：平成18年4月1日～平成20年3月31日）
　会　長  張間敏一
　副会長  佐藤　悟
　委　員  田村　一
　委　員  高松親彦
　委　員  津田和子


Ｃ．文化財調査委員
（任期：平成18年4月1日～平成20年3月31日）
　委　員  張間敏一
　委　員  津田和子
　委　員  高松親彦
　委　員  田村　一
　委　員  佐藤　悟


Ｄ．平成 18年度のあゆみ
 4 / 26 蛾類調査（工藤広悦氏）～ 5/1
 5 / 1 博物館常設展示
 5 / 14 植物調査（内田暁友氏：斜里町立知床


博物館）
 6 / 1 湿原調査（高田雅之氏ほか：北海道環


境科学研究センター）
 7 / 5 昆虫調査（井村有希氏）～ 7/9
 7 / 30 蝶類標本調査（石原道博氏：大阪府立


大学）
 7 / 31 植物調査（三池田　修氏）
 8 / 13 博物館学芸員実習（鈴木菜穂子氏）～


19
 8 / 15 蛾類調査（工藤広悦氏）～ 18
 8 / 24 地衣類調査・利尻島調査研究事業（志


月
有料入館者


無料入館者
合計 開館日数個人 団体


小中 一般 小中 一般 小計 小中 一般 小計
4 0 22 0 179 201 3 14 17 218 12
5 23 515 0 88 626 59 109 168 794 31
6 2 937 0 554 1,493 8 71 79 1,572 30
7 32 2,056 0 391 2,479 36 96 132 2,611 31
8 151 2,235 5 120 2,511 38 392 430 2,941 31
9 5 894 0 320 1,219 36 76 112 1,331 26
10 0 92 0 24 116 13 59 72 188 25
11 0 28 0 0 28 28 78 106 134 24
12 0 0 0 0 0 0 8 8 8 4
1 0 0 0 0 0 6 5 11 11 2
2 0 0 0 0 0 0 10 10 10 1
3 3 3 0 0 6 0 9 9 15 2
計 216 6,782 5 1,676 8,679 227 927 1,154 9,833 219


表１．平成 18年度入館者数


平成18年度活動報告
（2006年４月～2007年３月）
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年


有料入館者 無料入館者


合計 開館日数個人 団体 視察・見学等


小中 一般 小中 一般 小中 一般


1980 昭 55 2,299 13,846 91 922 248 1,239 18,645 182


1981 昭 56 1,799 13,153 82 2,753 106 1,034 18,927 191


1982 昭 57 1,749 12,917 89 2,454 192 1,167 18,568 191


1983 昭 58 1,686 12,573 92 959 124 983 16,417 188


1984 昭 59 1,488 10,525 60 2,707 179 1,056 16,015 192


1985 昭 60 1,534 9,709 53 3,484 199 805 15,784 193


1986 昭 61 1,349 11,161 0 2,455 242 1,838 17,045 194


1987 昭 62 1,319 11,278 35 2,402 512 1,621 17,167 194


1988 昭 63 1,246 10,793 0 2,655 479 1,868 17,041 192


1989 平元 1,180 11,805 0 5,498 440 1,723 20,646 190


1990 平２ 1,248 13,634 26 3,950 383 1,673 20,914 191


1991 平３ 1,589 16,474 38 5,324 398 1,625 25,448 192


1992 平４ 1,711 18,843 0 4,496 314 1,334 26,698 190


1993 平５ 1,295 14,856 64 4,235 231 928 21,609 188


1994 平６ 1,244 14,482 80 4,028 221 1,510 21,565 188


1995 平７ 1,170 13,278 12 3,699 97 865 19,121 191


1996 平８ 1,007 10,777 7 3,670 104 761 16,326 192


1997 平９ 763 9,776 4 1,451 224 696 12,914 197


1998 平 10 648 8,622 8 1,293 317 751 11,639 203


1999 平 11 500 9,430 5 1,059 270 876 12,140 205


2000 平 12 378 9,388 63 2,207 240 594 12,870 223


2001 平 13 442 9,593 0 2,172 237 608 13,052 226


2002 平 14 418 9,637 65 1,859 255 675 12,909 224


2003 平 15 315 8,476 4 2,105 309 583 11,792 225


2004 平 16 300 7,869 0 1,791 337 774 11,071 223


2005 平 17 246 7,274 0 788 487 765 9,560 224


2006 平 18 216 6,782 5 1,676 227 927 9,833 219


合計 28,377 285,026 878 67,837 6,321 26,813 415,252 4,742


表２．年次別入館者数の推移
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波　敬氏：習志野高校）～ 31
 8 / 25 リシリヒナゲシ調査・利尻島調査研究


事業（近藤哲也氏ほか：北海道大学）
～ 31


 10 / 2 湿原調査（高田雅之氏ほか：北海道環


表３．平成 18年度博物館予算（当初予算　単位：円）


科　目 予　算 科　目 予　算 科　目 予　算


報酬 69,000 旅費 150,000 備品購入費 140,000


給料 9,563,000 需用費 2,318,000 負担金補助及び交
付金 42,000


職員手当等 5,300,000 役務費 484,000 公課費 0


共済費 2,727,000 委託料 30,000


賃金 1,111,000 使用料及び賃借料 278,000


報償費 221,000 工事請負費 0 合計 22,433,000


表４．展示活動


種　別 テーマ 期　間など


館内展示 「宮本常一が見た昭和 39 年
８月の利尻島」


11/1-30，常設展示「利尻の自然と人々」の展示スペー
スに設置．周防大島文化交流センター（宮本常一記念館）
提供の 143 点の写真．


施設外展示 利尻の島人たち 通年，町営ホテル利尻


沓形岬はどんと岬 4-11 月，沓形岬観光案内板


利尻の自然 通年，沓形ミニビジターセンター


北の海の道の駅 ５-9 月，沓形港フェリーターミナル


一枚の写真から 12/30-1/22，町営ホテル利尻


歴史写真展 通年，特別養護老人ホーム，利尻町高齢者生活福祉在宅
介護支援センター，利尻島国保中央病院，利尻町高齢者
共同生活施設友愛


「ドキュメンタリー写真家が
見た利尻の記憶」


12/30-2/28，ふれあい保養センター．昭和 31 年４月に
撮影された写真（78点）の展示（パネル 52枚）．


図書まつり関連展示「本の中
の生き物と利尻の生き物」


9/23-10/3，どんとロビー．パネル 17点．


第 35回移動展示 利尻島の自然ニュース 2006 ①鴛泊フェリーターミナル　2/26-3/4，②ホテル利尻　
3/5-11，③どんとロビー　3/12-18，④仙法志郵便局　
3/19-25


境科学研究センター）
 10 / 4 利尻山地温計交換作業
 12 / 1 冬季閉館
 2 / 23 平成 18 年度利尻町博物館協議会
 3 / 22 利尻研究第 26号発送 
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表５．普及講座


月日 テーマ 場所 内容 講師 参加


5/10 探る◎明治 34 年の仙
法志村役場日誌


交流促進施設ど
んと


明治 34 年の仙法志村役場日誌
の解読 志摩進 9


5/14 春の探鳥会 利尻町森林公園 早朝探鳥会と標識調査見学会 小杉和樹（日本野鳥の
会）・学芸員 24


5/24 昭和 39 年の沓形大火 交流促進施設ど
んと


昭和 39 年の沓形大火について
の講座（成人教育推進事業「ふ
るさとカレッジ」と共催）


学芸課長 34


6/11 フラワーソン 島内一円 植物開花調査会 学芸員 3
7/16 旧登山道観察会 鴛泊旧登山道 自然観察会 学芸員 7


7/19 キノコのスライド上映会
と同定会


交流促進施設ど
んと スライド上映と同定会 佐藤清吉（上川キノコ


の会会長） 5


8/13 ネイチャーフォト講習会 交流促進施設ど
んと


「利尻の海岸風景」をテーマにし
たネイチャーフォトの撮影講習


宮本誠一郎（レブンクル
自然館） 6


8/25 利尻島調査研究事業「咲
け！ヒナゲシ」


交流促進施設ど
んと


リシリヒナゲシの基礎知識とそ
の生態と保全についての講座


近藤哲也・山岸真澄（北
海道大学） 23


8/30 利尻島調査研究事業「地
衣類の不思議な世界」


交流促進施設ど
んと


地衣類についての基礎講座と観
察 志波敬（習志野高校） 8


9/9 コウモリ観察会 利尻町森林公園 コウモリ学習会と標識調査見学 学芸員 8


9/18 帰化植物調査会 島内一円 オオハンゴンソウの島内分布確
認調査会


小杉和樹（利尻島自然
情報センター）・学芸員 10


10/15 秋の探鳥会 利尻町森林公園 探鳥会と標識調査見学会 小杉和樹（日本野鳥の
会）・学芸員 5


11/26 宮本常一が見た昭和 39年８月の利尻島 博物館 歴史講座 学芸課長 4


1/28 冬の探鳥会 沓形旧登山道 スノーシューをはいた自然観察会
と探鳥会 学芸員 2


2/18 ワシ・ゴマセンサス 島内一円 ワシとアザラシの個体数調査会 学芸員 7


2/28 時雨音羽 交流促進施設ど
んと


時雨音羽についての講座（成人
教育推進事業「ふるさとカレッジ」
と共催）


学芸課長 33


雨天
中止 ナイトハイク 野塚～鴛泊 夜の自然観察会，9/16 学芸員 －


雨天
中止 苔盆教室 博物館 苔玉などを作成し ,苔についての


理解を深める 学芸員 －


中止 地学巡検 － 利尻の火山など，講師来島が実
現できず中止 近藤玲介氏（明治大学） －


未実施 利尻歴史遺産めぐり － 大平山三吉神社，9/9 学芸課長 －


Ｄ．入館者数
表１に平成１8年度入館者数，表２に年次別入館
者数の推移を示した．
若干ではあるが平成 17 年度よりも総入館者数が


増加した．当館の総入館者数のうち約７～８割（平
成 18年度では 71.1%）を占める有料個人客数が減
少したにも拘わらず総入館者数が増加したのは，有


料団体客が前年度に比べて２倍以上に増加したこと
による．団体客増加の理由についてはよくわかって
おらず，島内観光におけるツアーの動向がよい方向
に働いたものと思われる．その一方で，近年続いて
いる個人客の減少に歯止めがかかっていないため，
今後も減少傾向が続く可能性は高いと思われた．
無料入館者数もここ数年の増加から減少に転落
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し，一般の利用は増加したものの，小中学生の利用
は大きく減少してしまった．これまでの増加要因と
考えられていた総合的な学習活動に関連した地元小
中学校との交流にはそれほど大きな変化はないが，
博物館の地元民への情報提供のひとつの目安になる
のが無料入館者数であるため，気になる傾向でもあ
る．ただし，これまで博物館内で講座などを開いて
いたものを，積極的に屋外や学校に学芸員が行って
実施することも多くなってきており，無料入館者で
ある児童数の減少にはそんな影響がもしかしたらあ
るのかもしれない．


Ｅ．平成 18年度博物館予算（表３）


２．教育普及活動
Ａ．展示活動（表４）
館内展示では，常設展示開館最終月に「宮本常一
が見た昭和39年８月の利尻島」展が開かれるなど，
少しずつではあるが，常設展示の変化も進んでい
る．そのためか 11 月は前年度よりも若干ながら無
料入館者数が増加している．
館外展示は博物館になかなか足を運ぶことができ
ない方に博物館資料を見てもらうことを目的に，
13 か所で展示が行われた．当初予定していた図書
室などでの小展示はできなかったが，それ以外の展
示では資料の破損などもなく，多くの人の目に利尻
の様々な話題を提供することができたと思われる．
しかし，移動展示で閲覧者アンケートを実施してい


るほかは，展示場所の施設管理者などから感想を得
るぐらいで，実際にどれくらいの方が展示を閲覧
し，どんなことを思っているのかを知る機会は極め
て少ない．せっかくの館外展示であるからには，な
るべくならば一方的な展示というこれまでの展示方
法から，閲覧者との双方向の情報交換ができるよう
なものを設置することができれば展示の質の向上や
閲覧者が効率良く知りたい情報を得ることができる
ようになるかもしれない．


Ｂ．普及講座（表５）
平成 17 年度で天候に恵まれずに中止となった事
業が，平成 18 年度でも同じように悪天や講師の都
合で中止になってしまったことが残念である．悪天
が続く事業では実施の季節などを変更するなどの配
慮が今後は必要かもしれない．また，同じ内容の観
察会でも季節によって参加者数に大きなばらつきが
みられることもここ数年目立ち始めている．参加者
数が少ないからといってその事業をあえて減らす必
要はないが，人数によっては内容を変更した方がよ
い場合も準備の関係などからでてくることは確かで
ある．今後は以上の点を踏まえて，事業の内容や実
施季節の再検討なども恒例行事では考えていく必要
があると思われた．


Ｃ．出版活動
＜定期刊行物＞
・博物館だより「リイシリ」


ネイチャーフォト講習会 春の探鳥会
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　Vol. 25(4) ～ 26(3) 通巻 No.230 ～ 239
　（月１回発行；11-12，1-2月合併号，７月号外あり）
・「利尻の語り（198）～（204）」広報りしり掲載
・「博物館発利尻情報（全６回）」同上
・「利尻研究　Rishiri Studies　第 26 号」
小松美英子・柴田大輔・若林香織・木暮陽一・加
野泰男・高橋延昭：利尻島沿岸の棘皮動物


佐藤雅彦・佐藤里恵・井村有希：利尻島における
エゾノキリンソウの記録


久松正樹：利尻島で採集された野生ハナバチ ( ハ
チ目： コハナバチ科 ) の記録


風間健太郎・小杉和樹：利尻島におけるサンショ
ウクイの観察記録


佐藤雅彦・牧野俊一：利尻島からのモンスズメバ
チの初記録


佐野ひろみ・佐藤雅彦：2006 年に利尻島沓形で
採集された蛾


大野陽子・小杉和樹：利尻島において観察された
シベリアムクドリ


川井唯史・赤池章一・佐藤雅彦・阿部剛史・四ツ
倉典滋：利尻島種富で 2004 年に出現した海藻


疋田英子・小杉和樹・佐藤雅彦：利尻・礼文両島
におけるヤマショウビンの記録


佐藤雅彦・村山良子・佐藤里恵・前田喜四雄・河
合久仁子・出羽　寛：天塩町および遠別町のコ
ウモリ類の分布


田牧和広・佐藤雅彦・小杉和樹：利尻島における
ウミバトの初記録


小杉和樹：利尻島におけるモウコガマの記録
小杉和樹・佐藤雅彦：利尻島におけるセンダング
サ属の記録


佐藤里恵・小杉和樹・川崎康弘：利尻島における
イナバヒタキOenanthe isabellina の初記録


愛甲哲也：利尻山における携帯トイレの普及状況
と利用者の意識


杉丸勝郎・佐藤雅彦・河合幸一郎・今林博道：道
北地方で採集されたウミユスリカ


高田雅之・小杉和樹・佐藤雅彦・加藤友隆：利尻
島種富湿原における炭素蓄積量の推定


志波　敬：利尻・礼文島の地衣類 (1)


西島 徹：沓形岬公園キャンプ場利用状況調査
平成 17年度活動報告


＜学芸員の執筆活動＞
西谷学芸課長
・西谷榮治，2006．博物館は未来へ　因幡の麒麟獅
子発見と獅子舞の復活から．博物館研究，41(8): 
13-17．


・西谷榮治，2006．博物館は未来へ．月刊社会教育，
(613): 34-39．
佐藤学芸係長
・出羽　寛・佐藤雅彦・前田喜四雄・村山良子・水
田和彦，2006．士別市におけるコウモリ４種の
新記録．士別市立博物館報告，(24): 1-5．


・佐藤雅彦，2006．利尻島で観察されたアカアシチョ
ウゲンボウ．ルリガラ，(7): 47-48．


・佐藤雅彦，2006．利尻を訪れた生き物たち－そ
の栄光と挫折の断片－．北方山草，(24): 9-15．


＜映像資料＞
博物館オリジナルの動画資料の記録・閲覧・保管
を実施．以下のコテンツは博物館（VHS），交流促
進施設どんと図書室（DVD）にて視聴できる．
・「利尻自然紀行」
 ３．クリオネがやって来た
・「H18 年度利尻島調査研究事業講演会」
 １．咲け！リシリヒナゲシ -（近藤哲也氏・山岸


真澄氏）
 ２．地衣類の不思議な世界（志波　敬氏）


Ｄ．その他の活動
＜庭園＞
一部枯木などの処理を実施．


＜学芸員の館外活動＞
西谷学芸課長
・仙法志中学校１年総合的学習　5/12, 19
・礼文町立香深中学校・礼文島学　5/25
・奈良大学文学部地理学科野外調査実習　6/21
・平成 18 年青少年の体験活動推進事業「利尻島の
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昆布漁」　8/2
・関東学院大学文学部比較文化学科　8/5
・太田市青少年交流事業「フレンドシップ 2006」
案内　8/19


・僻地複式教育実習生学習会　8/30
・平成 18 年度第３回宗谷支部高等学校校長・特殊
教育諸学校長研究協議会・講演会　9/21


・仙法志小学校ふるさと学習　9/22
・鴛泊小学校「昔の道具」　11/28
・利尻タウンガイド養成講座　11/18，12/5，1/16，23
・沓形小学校６年生総合的学習　2/15


佐藤学芸係長
・教職員組合自然講話（稚内）　5/13
・利尻富士町教育研究会理科部会　5/26
・りしり発掘探検隊　6/17，7/15，7/22
・仙法志中学校「図鑑と頭骨スケッチ」　6/29
・仙法志小学校ふるさと学習　6/2
・利尻小学校愛鳥活動　7/4，11/8，12/8
・町研理科サークル「湿原観察と外来植物除去」　7/13
・札医臨海附属研究所学生実習　8/23
・僻地複式教育実習生自然講座　8/31
・利尻タウンガイド養成講座　11/14, 19


３　 資料管理活動
人文史部門では，所蔵歴史資料の整理・台帳作成，
図書登録作業が行われた．
自然史部門では，平元コレクションなどの点検ほ


か，標本作成などを行った．シャチ（RTMM210）
のクリーニング作業が実施されたが，脊椎骨をすべ
て収納することはできなかった．館の冷凍庫に保管
してあった鳥類などのサンプルを整理・標本化する
とともに，約 40 点を資料整理作業員とともに仮剥
製標本とした．平成 18 年度に新たに標本として登
録したもの，または資料として受け入れたものは，
菌類５点，昆虫類 71点，鳥類 38点，哺乳類 5点，
植物 5点の合計 124 点であった．


＜資料貸し出し＞
平成 18年度は特になし．


４．調査研究活動
Ａ．利尻島調査研究事業
利尻島に関する調査研究を奨励し，その成果を地
元に還元するための助成金制度．平成 18 年度の応
募件数は 11 件で，採択されたテーマなどは以下の
通り．助成額は本年度から 8万円にさらに減額さ
れた．招聘者は利尻での調査，普及活動，および年
報への執筆が義務づけられている．
・「リシリヒナゲシの種子発芽特性」近藤哲也氏（北
海道大学大学院農学研究科生物資源生産学専攻花
卉緑地計画分野）


・「利尻島の地衣類」志波　敬氏（習志野高校）


Ｂ．自然史系調査研究の概要（担当：佐藤雅彦）
菌類：セミタケやハチタケの仲間の採集を佐藤清吉


地衣類調査（志波敬氏） リシリヒナゲシ調査
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氏（上川キノコの会）とともに行うとともに，
準備中の「利尻島産菌類写真ガイドブック」に
関する写真撮影などを実施した．


海藻：2004 年に調査された結果が利尻研究に投
稿され，128 種が確認された（川井唯史ほか，
2006．利尻島種富で 2004 年に出現した海藻．
利尻研究，(26): 31-34）．


地衣類：これまでほとんど記録がない利尻島の地衣
類について利尻島調査研究事業によって招聘さ
れた志波敬氏（習志野高校）の調査に協力，利尻・
礼文より95種の地衣類が報告された（志波　敬，
2006．利尻・礼文島の地衣類 (1)．利尻研究，(26):  
71-76）．山体の崩壊など様々な要因から本島の
地衣類の保全についても今後は考えていく必要
があると思われる．


植物：利尻島内では記録が少ないエゾノキリンソ
ウについて確認調査を行ったほか（佐藤ほか，
2006．利尻島におけるエゾノキリンソウの記録．
利尻研究，(26): 15-16），アワダチソウ 2種およ
びリシリハタザオの島内における分布確認の追
加調査を実施した．特定外来生物に指定されてい
るオオハンゴンソウについては利尻島自然情報
センターと協力し，その駆除作業や確認調査へ
の協力を行った．調査協力としてはナニワズ（内
田暁友氏：斜里町立知床博物館），ハンショウズ
ル（三池田修氏）に同行した．チシマザクラの
分布調査では（6/12），西部斜面を重点的に調査
し，比較的大きな群落を発見することができた．


昆虫，その他の無脊椎動物：2006 年は近年まれに
みるスズメバチ大発生の年と思われ，それらの駆
除作業などを通じて島内では未記録であったモ
ンスズメバチの営巣を確認することができた（佐
藤雅彦・牧野俊一，2006．利尻島からのモンス
ズメバチの初記録．利尻研究，(26): 23-25）．
今後も利尻町保健衛生係との連携を持ち，町内
のスズメバチの発生動向の記録を残していく体
制作りを行っていく予定である．ハチに関して
は 1999 年の調査結果が久松正樹氏（ミュージア
ムパーク茨木県自然博物館）により発表され，
過去の記録とあわせ 20 種が記録された（久松
正樹，2006．利尻島で採集された野生ハナバチ
（ハチ目：コハナバチ科）の記録．利尻研究，
(26): 17-19）．鳥獣類寄生性双翅目については
鳥類やコウモリ類からの採集を島内外で行うと
ともに，2件の同定依頼も含め，オスの未記録
2種を含む 24 種が確認された．これらについて
は 2007 年以降に順次発表予定をしている．蛾類
については，工藤広悦氏（足立区）および楠祐
一氏（旭川市）の調査に協力したほか，町民か
ら提供された標本の同定作業を行いウスズミカ
レハなど島内で未記録の蛾を記録することがで
きた（佐野ひろみ・佐藤雅彦，2006．2006 年
に利尻島沓形で採集された蛾．利尻研究，(26):  
27-28）．リシリノマックレイセアカオサムシ生
息地のパトロールを井村有希氏（神奈川県）と
2005 年に引き続き行ったが悪質な密猟の痕跡は


オオハンゴンソウ分布調査 仮剥製標本作成
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確認されなかった．専門分野では第 6回国際双
翅目会議にてアシナガバエの 1種の交尾行動に
ついて発表を行った（Satô, M., 2006. The use 
of acute and marked wings in the courtship 
behavior of Hercostomus sp. (Dolichopodidea). 
6th International congress of Dipterology， 
abstracts volume, 219-220p.）．本会議を通じて
当館標本の同定が行われ，ウミユスリカの道北
での記録を報告することもできた（杉丸勝郎ほ
か，2006．道北地方で採集されたウミユスリカ．
利尻研究，(26): 61-62）．利尻島調査研究事業で
は本格的な棘皮動物の調査が実施され，道内初
記録となったクシノハクモヒトデを含む 20種が
確認された（小松美英子ほか，2006．利尻島沿
岸の棘皮動物．利尻研究，(26): 1-14）．


鳥類：利尻島西部のウミネココロニーについての生
息数調査を例年どおり宗谷支庁，日本野鳥の会，
北大水産学部と協力し実施した（5/31）．小コ
ロニーなどの分割がされなかったため調査精度
の問題もあるが，約 100,000 羽を推定すること
となった．北部および全体的な拡大傾向がみら
れ，今後は注意深く見守っていく必要があろう．
また，ウミネコの調査のため来島している風間
健太郎氏（北大・水産学部）との連携も昨年に
引き続き行い，利尻町教育委員会や利尻小学校
における学習会などのプログラム作りに協力し
た．2006 年度は稀種のほか，島内初記録や道内
初記録などの珍しい鳥が数多く来島した年でも
あり，利尻研究への報告がされた（風間健太郎・
小杉和樹，2006．利尻島におけるサンショウク
イの観察記録．利尻研究，(26): 21-22．大野陽子・
小杉和樹，2006．利尻島において観察されたシ
ベリアムクドリ．利尻研究，(26): 29-30．疋田
英子ほか，2006．利尻・礼文両島におけるヤマ
ショウビンの記録．利尻研究，(26): 35-37．田
牧和広ほか，2006．利尻島におけるウミバトの
初記録．利尻研究，(26): 45-46．佐藤里恵ほか，
2006．利尻島におけるイナバヒタキOenanthe 
isabellina の初記録．利尻研究，(26): 51-52． ）．
なお，2006 年度における傷病鳥および死体の持


ち込み件数は 44 件であり，野外に放鳥できるま
での保護・飼育を実施するとともに，落鳥個体
については展示用剥製や仮剥製標本などに利用
されている．


哺乳類：「道北地域における翼手目調査」において，
天塩町・遠別町から初めて 3種のコウモリを確
認することができた（佐藤雅彦ほか，2006．天
塩町および遠別町のコウモリ類の分布．利尻研
究，(26): 39-44）．このほか，枝幸町におけるモ
モジロコウモリおよびドーベントンコウモリへ
の標識調査も継続された（8/7-8）．利尻島内での
標識調査については調査回数を増やし，標識装
着率をあげることに努力した．そのため，島内
では初めての再捕獲個体（H1022）を得ること
ができたほか，これまでコウモリの記録がなかっ
た場所においてもコウモリの生息を確認するこ
とができた．ヒメヒナコウモリについては当館
所蔵標本の上腕骨の 1部からDNAの分析がなさ
れ，海外産の同種のものとの比較が行われた．
今後，どのような場所から日本に渡ってきたの
かが推定されるはずで，人畜共通感染症などの
危険性も含め，この最北の地においてコウモリ
類移動のチェックを今後も続けていく必要性を
感じた．海棲哺乳類はネズミイルカの頭骨標本
作成，洋上観察のほか，猿払村におけるシロイ
ルカの解体作業（国立科学博物館）に協力した．
ゴマフアザラシとトドに関しては例年通り来遊
個体数のカウントを行うとともに，年末トドセ
ンサス（トドワーキンググループ主催，12/30）
および全道一斉アザラシセンサス（北の海の動
物センター主催，3/1）に協力した．


標本調査など：標本の同定作業や作成，整理を例年
通り実施した．鳥類については整理が若干され
てきたが，まだ処理されていないものも多く，
次年度以降も処理作業への時間をなんとか多く
割けるようにしていきたい．


雪形：利尻島内の雪形の季節消長の継続観察を例年
通り実施した．


山岳環境：利尻山におけるし尿処理や登山道荒廃の
問題は，各種取り組みが急速に実施され始め，
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大きな変換期を迎えていると言ってよい．しか
し，戦後から今日までの利尻山の山岳環境の歴
史についてはほとんど記録が残されておらず，
資料収集や聞き取り調査を 2006 年度から開始す
ることとし，一部の成果を発表した（佐藤雅彦，
2006．利尻山山岳環境史の再構築への試み．和
賀川水系だより，50-52 号）．山のトイレ問題に
ついては 2001 年に利尻島調査研究事業で招聘さ
れた愛甲哲也氏（北大・農学研究科）より携帯
トイレについての報告が投稿された（愛甲哲也，
2006．利尻山における携帯トイレの普及状況と


利用者の意識．利尻研究，(26): 53-60）．
湿原：湿原調査（高田雅之氏，北海道環境科学研究
センター）について 6/1 および 10/2 に協力し，
その成果は利尻研究に投稿された（高田雅之ほ
か，2006．利尻島種富湿原における炭素蓄積量
の推定．利尻研究，(26): 63-70）．


その他：利尻山に設置された地温計の回収・設置（田
村憲司氏，筑波大学）に協力した（10/4）．


Ｃ．人文史系調査研究の概要（担当：西谷榮治）
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■利尻研究へのご投稿について■


・ 利尻島やその周辺地域に関する報告，当館所蔵標
本を題材とした報告などを掲載しています．


・ 原稿は随時受け付け，基本的にその受付順に掲載
をしていきます．予定ページ数を超過した時点
で，掲載を次号へ延期させていただく場合もあり
ます．


・ 年 1 回，年度末の発行を予定しています（12 月
末日を締切としていますが，詳しくは担当者まで
お尋ねください）．


・ 原稿には英文でタイトル，著者名，所属を必ず明
記してください．


・ ランニングタイトルを 3ページ以降の奇数ページ
につけておりますが，長いものはこちらで適当に
短く直します．


・ 英文 abstract をできるだけつけてください．英
文 summary をつけることもできますが，その場
合も必ず英文 abstract をつけてください．なお
短報 short communication の場合は， 英文 ab-
stract は必須ではありませんが，そのかわりに英
文Keywords をつけることはできます．


・ 英文 Keywords は英文 abstract の次につけるこ
とができます．


・ 掲載された方には別刷り 50 部と年報をさしあげ
ます（共著者が多い場合はご相談ください）．別
刷りの追加も可能ですが，費用は著者の負担とな
ります．


・ 写真の掲載も可能です．カラーでの掲載も可能で
すが，その場合は担当者までご相談ください．


・ 原稿はどのような形態のものでも受付けておりま
すが，本文などはできるかぎりテキスト形式の
ファイル（Macintosh 又は Windows）にして電
子メール（担当佐藤まで satou-masahiko@town.
rishiri.hokkaido.jp）にてお送り願います．


・ テキスト形式のファイルで送っていただく場合，
機種依存文字（①，VII など）や行頭インデント
や字間を揃えるための余分な空白スペースなどは
なるべく使わないようにお願いいたします．


・ 図，表の位置の要望がありましたら，お知らせく


ださい．
・ １ページ内に掲載できる図の最大面積は，
14.5cm × 21.0cm です．原図をページいっぱい
にレイアウトしたい方は前記の数値を参考にして
レイアウトをお願いいたします．


・ 印刷までの基本的な流れは，いただいた原稿に基
づいて博物館でレイアウトを作成し，著者校正を
この時点までに終了させておきます．全ての原稿
のレイアウトがそろった時点で，印刷会社にデー
タ入稿を行い，出力された印刷原稿を担当者が確
認後，全ての部数の印刷が実施されます．


・ 表については，特殊な表組以外はこちらでレイア
ウトソフト用の表組に変換してから配置していま
す．厳密なレイアウトを求める表の場合は，いた
だいた表を画像または PDF ファイルとしてレイ
アウトソフトに張り付けますので，どちらかお好
きな方法をお申し付けください．


・ 当館の発行部数は 500 部（2008 年 3月現在）と
少ないため，複製を許可いたします．


・ 図の入稿は近年ではほとんどが添付ファイルでい
ただくことが多くなってきています．精密な図の
印刷が必要な場合は，できるだけ高解像度をもっ
たオリジナルファイルをお送りください．なお，
図は縮小して版下に貼り付けることになります
が，印刷の仕上がり上 0.25mm以下のラインは
不鮮明になったり，場合によっては欠落すること
もあります．縮小倍率を考え，十分余裕をもった
ラインの太さを設定してください．また，従来通
りの原図送付による入稿も受け付けますが，サイ
ズの小さなものはこちらでスキャンし読み取りを
行います．A4 以上の大判の原図の場合は従来通
り印刷会社によってスキャンしていただくつもり
ですが，詳しくは事前にお尋ねいただけますよう
お願い申し上げます．


スタイルの統一にご協力を !
みなさまのおかげで徐々に利尻研究の報告のスタ
イルが統一されてきたように思い，感謝いたしてお
ります．今後ともご協力をお願いするとともに，更
なるご意見などもお待ちいたしておりますので，よ
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ろしくお願いいたします．


・句読点は「，」「．」を使います．「、」「。」は使い
ません．


・文中の引用の例
３名以上の文中の引用は，「近藤ほか（2001）は」
のようにします．


．．．が示されている（保野，1995a；宮森，1845)．
立花・高橋（1999）によれば，　．．．．
Sasaki & Nishijima (1993) では，　．．．．
Hono et al. (2001) では，　．．．．


・引用文献の例
文献番号は基本的につけず，著者のアルファベット


順，年代順に並べます．以下の例をご参照願います．


小杉和樹，1993．利尻島に夏を運ぶ鳥たち．遠藤
公男編， 夏鳥たちの歌は， 今：8-10． 三省堂．東
京．
宮本誠一郎・杣田美野里，1997．利尻　山の島　
花の島．北海道新聞社．札幌．95pp．
佐藤雅彦・小杉和樹，1994．利尻島で記録された
コテングコウモリ．利尻研究，(13): 1-2．
Sunose, T & M. Satô, 1994. Morphological and 
ecological studies on a maine shoredolichopodid 
f ly, Conchopus borealis Takagi (Diptera, 
Dolichopodidae). Japanese Journal of Entomology, 
62: 651-660.
Wood, D. M. & A. Borkent, 1989. Phylogeny 
andclassification of the Nematocera. In McAlpine, 
J. E. et al. (eds.), Manual of Nearctic Diptera, 3: 
1333-1370. Research Branch, AgricultureCanada, 
Monograph (32).
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お知らせ


ともすると失われがちな地域の記録．「利尻研究」は 1982 年に創刊されて以
来，利尻島やその周辺地域の歴史や自然についての記録を地元に残していこう
と，地元はもとより多くの来島研究者による投稿によって支えられてきた雑誌で
す．今号までに 239 本の幅広い分野にわたる報告が掲載され，国内外の関係機
関などに毎年冊子として配布がされてきました．
しかし，近年の町財政の悪化からこれまで同様に冊子としての配布が難しくな
り，発行部数の大幅な削減と電子配布への移行を次号より進めることとなりまし
た．一部の方々には受領書による冊子配布のご希望にも応えかねる場合がでてく
るかもしれません．気軽に手に取ってみていただける紙媒体の冊子を多くの方々
に配布できなくなることは大変心苦しく思いますが，最北の島から郷土の記録を
発信し続けていく決意に変わりはございませんので，みなさまのご協力とご理解
を今後ともいただけますようここにお願い申し上げる次第です．
なお，著者の方からご承諾を得た近年のバックナンバーおよび総目録につい


ては以下のサイトにて自由に閲覧や PDF ファイルのダウンロードができますの
で，ご活用いただければ幸いです．


利尻研究のページ


http://web.mac.com/rishiri/iWeb/NHRrs/Top.html





		2713

		2700










関係各位


時下，益 ご々清栄のこととお慶び申し上げます．
当館の運営につきましては，日頃より格別のご協力をいただき厚くお礼申し上げます．
さて，この度当館では「利尻研究第 27号」を刊行いたしましたので，お送りいたします．ご高覧いた
だきますとともに，ご指導・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます．
なお，お手数ですが，下記受領書をご返送くださるようお願い申し上げます．
受領のご連絡はファックス（0163-85-1282）または電子メール（satou-masahiko@town.rishiri.
hokkaido.jp）においても可能ですので，その場合は下記１）～５）の項目についてお知らせ願います。
１）ご芳名とご住所
２）発送先などの変更（なし，あり: 変更先を記入）
３）次号発送のご希望（なし，あり: 記入がない場合は発送されないことがあります）
４）次号発送をご希望の場合，PDF ファイル化した利尻研究を電子配布可能かどうかお知らせ願い


ます．電子配布による経費節減に皆様のご協力をいただけましたら幸いです（否，可能 : 可能な
場合の送付先メールアドレスを明記願います）．


５）その他，年報に関してのご意見・ご感想などございましたらお書きください．
また，文献交換も希望しておりますので，刊行物などございましたら，ご恵贈いただければ幸いです．


平成 20年 3月
利尻町立博物館　 
館長　保野洋一


受　領　書
年　　月　　日


利尻研究　第 27号


ご住所 〒


ご芳名


以下のご希望などがございましたら，ご記入をお願いいたします．
・次号の発送について（ぜひ送付を希望する ・ 発送を希望しない）
・PDF ファイルでの受取りも可能である（可能 ・ 否）
　送付先メールアドレス :
・発送先の変更（受領書に変更後の新しい発送先をお書き願います）
・その他，ご希望・ご連絡事項など


＊お手数かと思いますが上記ご記入の上，当館へご返送お願いいたします．
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